
デ
カ
ル
レ
に
わ
け
る
判
断
論
の
問
題

「
物
質
の
存
在
誰
明
」
に
つ
い
て

鈴

木

茂
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「
省
察
・
四
」
に
み
ら
れ
る
デ
カ
ル
ト
の
劇
断
論
に
よ
れ
ば
、
鋼
断
は
悟
憧
と
意
志
と
の
協
同
作
用
、
す
な
は
ち
悟
性
の
知
㎜
寓
す
る
「
明

嚇
鵯
明
な
槻
念
」
に
肯
定
・
否
定
の
「
意
志
決
定
」
（
傷
Φ
魯
Φ
機
b
U
一
類
国
内
団
O
＜
O
一
億
昌
⇔
効
瞥
凶
ω
）
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
お
い
て
成
立
す
る
。
そ
の
さ
い
、

悟
挫
認
識
は
意
志
決
定
に
先
行
し
9
揺
9
幽
く
”
諺
8
・
＜
H
轡
や
①
O
）
、
意
志
決
定
の
傾
向
性
は
親
念
の
明
断
遷
延
性
た
る
「
悟
…
性
内
の
大
き

な
光
し
（
諺
譜
舜
鍵
巴
巳
馨
警
①
9
ε
に
依
存
す
る
（
ζ
回
）
＄
）
。
し
た
が
っ
て
、
劇
漸
の
貫
理
性
は
本
質
的
に
は
悟
性
認
識
に
暴
い
て

法印

ﾖ
さ
れ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
意
心
心
は
「
選
打
の
韓
聴
力
」
（
囲
飴
。
賃
＃
翁
。
ω
①
㍑
ぴ
q
Φ
謬
α
一
）
で
あ
り
、
意
由
心
の
自
由
は
「
選
樫
一
の
白
回
由
」
（
§
β
噌
σ
騨
『
鵠

塚
σ
Φ
答
麟
ω
）
で
あ
る
（
鍵
①
鎌
高
く
矯
跨
酵
く
H
H
●
掌
q
9
か
ら
、
意
志
0
不
決
定
（
ぎ
a
薩
Φ
触
①
馨
㌶
）
は
「
認
識
に
お
け
る
飲
陥
」
（
冒
o
o
騎
鳥
笛
。
切
Φ

山
Φ
隔
Φ
o
窪
ω
）
で
あ
り
、
否
定
を
誰
示
す
る
「
最
低
度
の
自
由
し
で
あ
る
Q
9
9
㎝
。
。
）
。
そ
れ
ゆ
ゑ
、
意
志
の
自
搬
挫
、
あ
る
ひ
・
は
悟
性
に
嶽

す
る
そ
れ
の
優
位
性
は
、
熔
断
の
眞
理
性
に
齢
す
る
か
ぎ
り
、
観
念
の
不
分
明
性
に
些
し
て
の
み
ぎ
編
章
Φ
桟
Φ
馨
㌶
と
し
て
沿
楓
的
に
主

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
じ

張
さ
れ
る
に
す
ギ
．
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舞

　
と
こ
ワ
つ
で
、
轄
…
心
的
～
野
師
寛
に
よ
る
明
藤
男
幕
明
藍
熱
鰐
脳
念
・
採
・
不
質
．
認
蝕
嘔
に
泳
、
か
へ
仙
ら
議
ゾ
、
一
眠
創
製
興
醒
の
悟
性
鉄
欄
識
へ
の
こ
の
や
う
入
馬
決
｛
疋
弧
禰

的
従
厨
は
鋼
謄
が
本
質
の
分
析
縦
断
と
し
て
の
み
域
立
可
能
で
あ
る
こ
と
驚
意
味
し
て
み
る
。
　
「
明
噺
剰
明
に
知
事
さ
れ
る
も
の
は
す
べ

て
翼
で
あ
る
」
9
、
げ
蕩
蕩
剥
》
β
く
狽
戸
繊
｝
。
本
質
の
悟
性
認
識
に
つ
い
て
つ
撚
綱
斯
意
志
は
必
然
的
に
決
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
存

在
剰
断
は
も
と
も
と
デ
カ
ル
ト
判
漸
論
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
本
質
の
分
析
判
断
と
し
て
域
立
可
能
で
わ
る
と
髪
に
の
み
そ
の
眞
興
性
を

　
　
　
「

　
　
　
デ
カ
ル
ト
に
お
け
る
畷
臨
門
講
の
…
圓
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛
…
一
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哲
郷
戸
醒
蜘
紺
　
駕
　
四
噛
汽
鵬
十
八
懇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

　
　
　
　
　
　
晦
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
讃
さ
れ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
①
雛
冨
8
欝
訟
節
は
距
だ
ゆ
諺
①
づ
ユ
簿
と
し
て
の
み
認
識
珂
頑
な
の
で
鋳
る
。

　
次
に
、
舗
断
は
廣
義
に
ほ
倫
理
的
債
擢
劇
界
と
糟
即
的
に
成
立
し
、
格
挫
認
識
は
つ
れ
に
総
懸
的
課
題
ゆ
．
祥
｝
前
提
し
て
ゐ
辞
、
9
と
い
へ
る
。

訳
ア
カ
ル
ト
折
口
魚
価
の
ム
瓢
嫌
一
的
縄
田
威
よ
勧
・
・
倒
れ
ば
、
悟
…
性
認
輝
輝
○
置
目
撒
㍑
、
停
同
時
に
物
欝
粥
的
焔
巡
・
不
濾
～
語
よ
び
貼
旭
蔽
脚
薗
踊
瞥
・
距
心
の
㎜
尚
題
と
つ
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
マ
じ

の
、
　
制
騒
論
は
實
鵬
哲
學
に
訪
っ
て
も
核
心
的
位
置
を
占
め
る
。
「
よ
く
行
爲
†
る
に
は
よ
く
劇
獅
ナ
る
（
び
冨
昌
冒
ぴ
q
Φ
増
）
こ
と
で
十
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

で
あ
る
し
（
⇔
陣
零
丁
）
興
ρ
灘
剥
○
。
唱
b
ご
と
い
ふ
。
　
罪
鰍
心
無
知
謹
（
O
ヨ
欝
凶
ω
聞
ぐ
窃
O
O
簿
欝
ω
Φ
麹
摩
瞥
陶
騎
謬
O
N
黛
あ
）
の
ト
マ
ス
石
蕗
戎
道
｛
偲
の
†
颪
切
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

デ
カ
ル
ト
鋼
騰
論
は
容
認
し
て
み
る
。

　
デ
カ
ル
ト
は
「
省
察
」
の
意
闘
を
「
行
爲
に
か
か
は
る
こ
と
し
（
話
ω
鶉
二
更
添
象
）
で
は
な
く
「
認
識
に
か
か
“
，
幽
る
こ
と
」
へ
お
。
自
o
o
頒
昌
。
甲

。
Φ
昌
蝕
）
に
あ
る
（
竃
①
阜
押
》
↓
・
＜
算
唱
b
卜
。
｝
と
し
て
、
「
省
察
・
囚
」
（
劇
講
論
　
）
は
「
償
仰
わ
る
ひ
は
虞
世
に
暮
す
る
こ
と
で
愈
な
く
、

た
だ
思
緋
的
な
そ
し
て
自
然
的
な
光
の
み
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
諸
眞
理
し
（
気
甑
島
吟
各
は
ぴ
q
画
｝
↓
●
囲
擁
二
）
・
置
）
を
周
題
に
し
た
と
い
ふ
。

だ
が
、
判
瞬
論
が
償
位
の
問
題
と
騎
に
理
解
さ
れ
る
か
ぼ
疑
間
で
わ
ら
う
Q
　
　
　
，

　
デ
ヵ
ル
峯
舗
騒
論
に
暴
い
て
、
存
在
舗
購
が
本
質
の
分
析
鋼
財
と
し
て
の
み
包
厩
立
可
能
で
み
り
、
そ
れ
が
異
義
に
獣
贋
、
植
判
断
と
相
邸

す
る
厨
以
は
、
瀞
と
自
我
の
存
在
覇
断
に
つ
い
て
同
様
に
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
急
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
た
と
へ
ぼ
、
無
限
な
諸
完
全
性
の
無
限
な
包
括
…
者
と
し
て
の
榊
の
存
在
詮
明
に
聴
い
て
、
そ
れ
獣
優
れ
て
分
析
舗
断
H
存
在
手
筆
と
な

る
。
す
な
は
ち
、
神
の
協
性
艶
事
成
す
る
諸
完
全
性
の
無
智
な
全
糧
は
、
そ
の
部
分
を
な
す
一
つ
の
完
至
性
と
し
て
必
然
的
に
存
在
達
ふ

く
む
。
紳
の
他
の
毒
性
に
不
可
分
離
性
（
ぎ
匂
陰
①
℃
曽
態
σ
尊
母
も
。
）
、
統
一
性
（
附
議
欝
ω
）
な
ど
の
完
盃
性
が
属
す
る
以
上
、
憩
は
無
眼
な
諸
完

盃
性
の
無
限
に
不
可
分
離
的
な
統
一
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
諸
完
金
性
は
「
部
分
的
に
」
（
①
駁
聞
膣
。
算
①
）
は
思
惟
さ
れ
え
な
い
。
存
在
ぽ
淋
の

「
自
然
的
部
分
し
（
や
鋤
房
盆
暮
臨
。
鋤
）
で
は
な
く
、
そ
の
本
質
の
「
内
鼠
概
念
」
（
貯
嘗
貯
ω
Φ
〇
二
ω
o
§
o
Φ
℃
ξ
の
）
で
わ
一
－
・
、
存
在
な
く
し
て

聯
槻
念
自
機
愚
惟
不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
存
在
は
、
そ
れ
が
一
つ
の
塾
図
挫
で
ホ
る
以
上
、
淋
の
厨
性
の
必
然
的
構
成
蔀
分
で

あ
る
ζ
と
は
紳
の
本
質
観
念
か
ら
の
當
然
の
騰
罪
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
榊
の
明
野
的
闘
…
念
、
換
言
す
れ
ば
、
無
限
槻
念
の
悟
性
認



　
　
識
は
自
我
（
悟
性
）
の
有
隈
性
の
自
畳
左
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
思
惟
に
よ
っ
て
包
む
し
（
Φ
ヨ
9
，
p
◎
ω
ω
①
田
儀
Φ
一
二
◎
も
①
日
報
の
）
の
で
慧
た

　
　
く
、
「
思
惟
に
よ
っ
て
騰
れ
る
」
（
仲
0
9
び
①
騰
島
①
冨
℃
Φ
冨
ひ
c
p
）
と
い
ふ
か
た
ち
で
、
　
、
い
は
ば
蓮
論
酌
に
可
能
で
あ
る
。
紳
の
存
在
制
断

　
　
は
無
限
親
念
の
惰
性
認
識
に
も
と
つ
く
か
ぎ
恥
紳
本
質
の
分
析
馴
断
と
本
質
的
に
は
同
一
で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
わ
に
語
い
て
制
断
O
翼
理

　
　
性
を
保
讃
さ
れ
る
と
い
ふ
べ
渉
、
」
で
訪
ら
う
。
し
か
も
、
夢
人
「
欺
く
こ
と
が
で
き
る
」
（
℃
o
霧
⑦
鴎
黛
δ
嵩
Φ
話
）
と
し
て
も
「
歎
く
こ
と
を
欲

　
　
し
な
い
」
（
昌
O
δ
　
く
Φ
一
一
①
　
臨
鋤
質
①
桟
Φ
）
至
叢
口
な
る
淋
と
し
て
の
み
理
解
さ
れ
る
へ
諸
¢
隼
覗
く
”
》
8
・
＜
一
州
．
℃
・
認
）
。
淋
は
資
岩
根
鑑
達
な
十
悟
挫

　
　
認
識
の
翼
理
性
の
保
讃
考
た
る
道
徳
的
原
理
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
お
る
。

　
　
　
紳
の
存
在
瞬
断
は
本
質
の
分
新
旭
断
と
し
て
素
立
し
、
同
時
に
、
至
善
な
る
爾
を
蹄
結
す
る
。
デ
カ
ル
ト
に
よ
る
紳
存
在
の
三
通
り
の

　
　
讃
明
、
・
ア
な
は
ち
存
在
論
的
讃
明
、
榊
温
凝
念
の
悪
摺
因
の
究
明
に
よ
る
証
明
、
自
我
○
存
在
根
盤
の
究
明
に
よ
る
讃
明
（
省
察
三
、
五
、
紡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
第
二
答
描
附
磯
、
原
理
弟
一
部
）
は
い
つ
れ
も
以
上
の
こ
と
を
し
め
．
し
て
み
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
つ
穿
に
、
自
我
の
存
在
讃
明
は
ど
う
か
。
そ
れ
は
意
識
諸
様
態
の
包
括
的
統
一
考
と
し
て
の
o
o
g
q
淳
。
が
意
識
の
寓
實
と
し
て
直
接
に

　
　
ω
煽
臼
し
r
八
握
時
的
～
で
あ
る
こ
と
に
も
と
づ
い
て
み
る
－
‘
い
へ
る
。
自
我
の
…
明
射
的
槻
へ
芯
・
白
困
我
・
不
質
は
静
糖
融
　
・
田
心
裡
で
あ
・
り
、
思
惟
臣
は
つ

　
　
ね
に
「
私
の
思
惟
」
（
o
o
賦
欝
鋤
。
ヨ
Φ
瓢
）
と
し
て
あ
ら
は
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
我
槻
念
の
悟
性
認
識
は
思
惟
の
思
惟
、
す
な
は
ち
自

　
　
発
で
あ
夢
、
「
我
粛
が
そ
れ
花
直
接
に
意
識
し
て
み
る
（
一
B
醤
①
伽
冨
幹
Φ
O
O
拶
ω
O
貯
ω
）
と
い
ふ
ふ
う
に
我
々
の
中
に
あ
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
し

　
　
と
い
ふ
デ
カ
ル
ト
の
思
惟
定
義
（
竃
④
3
残
＄
回
ソ
H
酬
》
6
6
く
目
H
も
」
①
O
）
は
こ
の
こ
と
を
し
め
し
て
み
る
。
こ
の
自
己
思
惟
自
薦
が
八
手
存
在

　
　
の
直
接
的
確
信
、
図
搬
。
ω
煽
讐
℃
Φ
α
q
o
Φ
鉱
舞
。
℃
盤
。
幡
冨
ω
窮
δ
誓
①
質
◎
澄
溝
億
び
く
鮎
ヨ
Φ
馨
Φ
o
o
旨
。
帯
沖
貯
ぴ
瓢
①
8
。
・
白
9
£
。
鼠
。
霧
ω
①
〈
Φ
毎
鵠

　
　
（
鍵
⑰
儀
・
H
目
」
侮
・
層
・
卜
。
9
の
瞬
定
と
な
る
。
そ
れ
は
ス
コ
ラ
的
推
論
に
よ
る
こ
と
山
、
“
く
、
「
自
明
な
も
の
」
と
し
て
「
精
紳
の
軍
純
な
洞
親
」

　
　
　
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
（
竃
勲
・
欲
℃
・
鍔
》
目
論
×
・
唱
・
圃
O
ご
。
と
こ
ろ
で
、
o
o
讐
8
と
創
賃
σ
搾
。
、
換
熾
す
れ
ば
8
ひ
q
謬
。
Φ
贔
◎
。
・
藏
ヨ
と

　
　
価
瓜
σ
菰
O
①
貝
ぴ
q
O
ω
q
旨
と
は
相
等
不
可
分
の
關
…
係
に
あ
め
’
、
し
か
も
α
煽
び
謬
O
は
自
我
存
在
硅
不
完
企
の
便
値
規
定
（
α
二
σ
騨
。
の
肩
癖
O
ω
¢
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賀
）

　
　
一
悪
セ
Φ
臨
㊦
o
賞
あ
）
の
制
漸
を
必
然
的
に
離
結
す
る
。
悟
性
の
不
可
疑
的
認
識
は
穣
疑
を
介
し
て
の
み
到
蓬
さ
れ
う
る
ゆ
え
、
自
我
存
在
の

謝　
　
　
　
　
　
デ
カ
ル
卦
に
お
け
る
判
餅
…
悟
闘
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
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哲
騨
学
研
繊
　
伸
畢
四
百
以
十
八
彊
凶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置
繰

、
不
冶
兀
・
瀦
挫
が
串
曾
π
燦
膝
蟻
○
鱒
紋
臨
悟
り
剛
課
題
．
．
…
：
「
四
海
魯
恥
」
つ
斬
u
定
晦
日
轄
…
貧
騨
か
ら
一
、
画
雑
閥
」
う
日
沢
｛
疋
　
門
演
嶋
戴
㎞
に
到
”
○
倫
蹄
翼
下
剛
確
擁
鼓
鵬
㍑
へ
の
貼
灘
想
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

と
無
關
係
で
あ
・
一
3
・
え
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
ら
う
。
デ
カ
ル
ト
は
さ
ら
に
、
　
「
．
省
察
・
写
し
に
む
い
て
、
自
我
り
不
完
罵
り
存
在
論
約
根

櫨｝

ﾌ
甑
考
露
恋
か
・
b
、
瀬
…
の
倶
…
存
続
に
自
我
の
存
’
聴
鰍
醐
畷
の
眞
の
瓢
爾
擦
キ
ご
め
も
ん
へ
て
み
る
。
い
．
つ
竃
舳
に
せ
よ
、
自
我
の
存
在
制
爆
口
峰
②
で
の
本
響
鼠

の
分
析
劇
購
と
一
致
し
、
同
隠
に
蟹
．
雄
舗
斯
と
し
て
成
立
†
る
。

　
か
く
て
、
分
析
璃
購
と
存
在
制
断
と
は
、
紳
に
お
い
て
旗
本
質
的
・
黒
鼠
的
岡
一
で
あ
り
、
自
我
に
わ
い
て
億
本
質
的
・
事
實
的
同
一

で
あ
る
。
通
者
の
存
在
忌
明
の
眞
理
性
は
ワ
て
こ
に
確
認
さ
れ
、
同
蒔
に
そ
れ
ら
は
、
淋
ぽ
至
暮
な
為
存
在
、
自
我
“
、
瓢
小
完
全
な
存
在
と
し

て
、
魅
徳
的
便
．
磁
娩
定
9
7
焦
に
な
っ
て
・
域
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
物
．
質
◎
存
在
靴
脱
は
い
か
に
し
て
成
立
す
る
か
。
換
、
言
す
れ
ば
、
そ
○
本
質
の
分
析
制
漸
と
存
霞
．
馴
翫
と
が
い
か
に
し
て

同
一
性
を
確
護
さ
れ
る
か
、
転
た
俊
値
判
断
歌
い
か
に
し
て
存
顧
嘱
断
と
額
麟
．
し
つ
つ
あ
ら
ほ
れ
る
か
。
問
題
O
所
在
ぽ
こ
の
黙
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
形
言
上
學
的
三
厘
理
、
淋
・
自
我
・
物
質
今
…
繕
蔵
す
る
デ
カ
ル
ト
哲
學
の
刷
本
磁
力
向
“
．
先
物
質
の
角
度
か
ら
窺
ふ
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
礪
七
V

も
な
る
で
あ
ら
う
。
デ
カ
ル
ト
に
よ
る
分
析
馴
籍
と
存
在
制
斯
と
の
混
同
“
、
幽
す
で
に
ガ
ッ
サ
ン
デ
ィ
に
よ
っ
て
指
締
さ
れ
て
み
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ぬ
　

…問

閨
寫
｢
雄
さ
ぽ
、
物
質
り
悟
性
的
犠
念
か
ら
愈
、
覇
能
的
・
偶
然
的
喜
魂
以
外
○
溢
に
も
の
も
臨
結
し
な
い
こ
と
、
器
よ
ぴ
、
物
質
の
本

質
と
存
在
と
が
・
黛
く
異
質
的
な
二
領
域
　
　
一
方
な
，
悟
詮
的
自
然
、
他
方
“
、
両
感
発
的
間
然
に
も
と
づ
、
い
て
羅
讃
さ
れ
る
と
い
ふ
事
賢
に
趨

因
し
て
み
る
と
思
は
れ
る
。

詑
（
［
）
　
累
①
鐸
回
訓
5
》
↓
・
＜
困
り
囲
）
㎝
c
o
4
勺
同
，
●
囲
・
唾
P
＜
㈹
㌍
頃
’
≦
謡
ぽ
皿
㎞
瓢
鳩
O
圃
Φ
轡
幽
幽
①
く
9
∬
℃
ユ
圖
⇒
ρ
け
鳥
①
0
7
≦
回
腸
嵩
ジ
ω
臼
陪
偽
●

　
へ
二
）
　
翼
Φ
傘
囲
回
押
凶
鳥
。
H
）
．
q
◎
Q
●
”
隔
）
置
P
唱
僻
溝
．
回
矧
押
O
・
唱
面
轡
堕
ゆ
＄
●

　
へ
三
）
　
い
O
紳
貯
貸
鼠
O
回
．
9
0
嵩
冨
①
噂
卜
a
刈
箇
く
瓢
一
一
伽
O
Q
唾
四
個
日
．
【
・
望
◇
ψ
伽
q
．
3
ガ
ル
ヴ
ン
や
ゲ
イ
エ
は
、
　
門
，
小
“
察
・
四
し
が
ト
↓
、
ス
や
ナ
ラ
ト
ワ
ー
ル
の
｛
掃
”
税

　
　
的
見
解
か
ら
一
歩
も
畠
て
を
ら
ず
、
こ
の
踏
に
つ
い
て
、
デ
カ
ル
ト
の
息
懸
が
療
ん
ら
の
狙
自
糠
も
も
た
カ
い
こ
と
を
揃
細
し
て
い
る
。
　
＜
0
7
、
噂

　
　
騨
○
瀞
。
p
鐵
難
げ
勲
融
。
｝
り
震
O
o
ω
。
鍵
費
＄
。
け
す
び
濠
9
£
ぎ
同
署
高
田
露
鍔
○
自
三
鶏
℃
鐵
驚
嵩
ω
㊧
墨
色
馨
Φ
霧
。
9
0
。
ω
c
暮
鼻

　
　
一
）
恥
お
●



（
四
）
　
紙
・
上
の
貼
に
つ
い
て
ほ
、
「
省
察
」
の
一
7
か
に
、
轡
。
露
●
沖
フ
向
①
塊
ω
Φ
讐
6
郎
。
に
歴
嵩
躍
。
一
同
◎
に
評

　
　
録
傷
α
」
尉
．
傷
｝
）
贋
押
》
ρ
、
。
囲
匿
．
℃
。
㏄
ゆ
4
哩
仙
唱
．
岡
炉
一
篇
吟
㌧
μ
目
O
●
℃
O
け
P
渉
｝
“
b
点
．
、
・
黒
。

（
薦
）
　
ノ
、
O
剛
ご
嗣
）
陣
ω
O
●
｝
）
P
種
叶
」
H
く
博
O
●
固
）
’
沁
伊
ゆ
O
。

（山

n
）
　
（
廿
・
聡
の
ず
小
小
兀
り
聡
悼
か
｛
兀
ム
論
甜
廊
R
瀬
買
へ
の
準
逗
鯨
縞
四
　
渇
御
心
φ
《
厳
齢
ぬ
而
・
で
る
こ
し
偏
は
串
質
欝
帽
馬
繋
骨
冨
・
へ
旧
離
胤
．
挿
、

　
　
し
め
さ
れ
て
み
る
。

（
ム
リ
）
　
7
｛
仏
島
「
O
σ
U
●
く
「
甥
．
切
．
卜
○
蟹
つ
O
’
ω
O
鴇
●

（
八
）
　
＜
◎
騨
”
窓
縣
瓢
●
騰
似
賢
．
製
諺
弓
・
岡
図
¶
｝
）
●
嶺
時
こ
賊
倉
）
・
岡
押
憲
．
ワ
洞
鱒
Q
◎
4
Φ
叶
。
．

》
↓
．

　
「剛

回
M
・
唱
。
霜
囲
O
～
繭
H
臆
こ
｝
》
一
．
甲
圃
幽
憩
O
M
篤
刈
℃
戯
0
4

へ訊

_．

ｵ
　
（
諺
、
一
’
壁
－
く
捷
い
一
）
齢
①
仙
）
　
に
，
は
つ

v．

b
　
り

3喚7

　
　
ま
つ
、
「
省
祭
。
六
」
に
し
た
が
っ
て
、
物
質
の
存
在
誼
明
○
論
旧
す
る
感
辞
巨
一
．
闘
礁
信
ゆ
剰
厨
論
雲
上
…
壷
を
明
確
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
、
と
て
、
　
嬬
耀
一
に
、
　
「
感
鵡
み
に
よ
っ
て
知
獣
午
㌻
こ
れ
弱
匹
粥
馳
一
心
」
　
（
箆
塗
①
。
・
①
霧
¢
℃
鍔
8
讐
器
）
　
つ
外
」
諏
け
怯
、
　
∴
弓
．
瓶
砧
ド
…
詠
・
〉
り
　
「
「
な
・
ん
・
b
私
（
リ
同
出
忌

な
し
に
」
（
鋤
σ
詔
償
Φ
離
嵩
。
導
①
o
o
o
¢
ω
①
コ
ω
繍
）
そ
れ
が
外
聞
す
る
こ
と
○
経
胎
と
、
そ
○
黒
具
が
「
生
氣
ひ
、
島
か
つ
明
白
」
（
謡
く
箆
簿
薄

①
醤
℃
燥
①
霧
鋤
）
で
あ
り
、
「
い
で
れ
自
身
の
仕
方
で
」
（
ω
二
〇
簿
冨
ヨ
語
。
画
。
）
翻
口
明
で
す
ら
あ
、
る
こ
と
3
、
躍
鐸
く
鮒
》
↓
・
＜
同
円
ゐ
）
袖
9
、
　
第
二

に
、
そ
の
親
念
が
「
物
幾
的
な
も
○
か
ら
嵩
て
く
る
と
”
信
ず
べ
き
大
き
な
億
向
性
」
（
B
轟
こ
鮫
昌
鋤
弓
騰
○
弓
①
冨
獣
0
9
臨
。
犠
鳥
。
遣
絹
織
ヨ
）
左
精
紳
が

憩
よ
勧
・
賦
輿
さ
れ
て
る
る
こ
と
禽
盛
℃
・
刈
ジ
。
。
◎
Y
　
　
こ
の
二
部
に
、
慮
、
心
畳
的
．
継
信
に
も
と
つ
く
物
質
の
存
准
判
嫉
の
繕
蕨
要
素
は
分
解
さ

れ
る
で
あ
ら
う
。
第
一
の
感
滋
強
親
念
○
外
來
性
は
、
能
働
（
簿
。
鉱
。
）
と
受
働
（
も
9
二
ω
臨
。
）
○
親
黙
か
・
一
9
み
ら
れ
た
能
働
的
能
力
（
舞
」
o
嵩
〈
勢

賦
O
蕩
け
器
）
の
内
’
．
仁
者
と
嚢
働
的
能
力
（
窟
隆
毒
隔
碧
羅
欝
ω
〉
◎
内
在
者
と
の
本
質
的
差
違
に
よ
っ
て
言
明
さ
れ
る
。
す
な
は
宅
・
、
「
感

給
す
る
受
働
的
能
ヵ
し
、
あ
る
ひ
は
「
照
覧
的
な
も
の
○
親
愚
な
受
け
と
b
・
認
識
す
る
能
力
」
“
、
四
「
自
己
の
形
額
的
概
念
の
中
に
或
る
悟

性
作
用
（
貯
8
瀞
。
鉱
e
“
．
焦
ふ
く
む
し
で
“
．
乞
り
、
愚
虚
飾
實
彊
は
こ
の
受
働
的
能
力
癒
～
・
し
て
輝
．
解
で
き
る
が
、
そ
れ
自
難
は
「
そ
れ
が

そ
の
串
に
内
在
す
る
思
推
的
貴
糧
へ
即
し
に
鎮
扇
解
で
き
な
い
」
（
達
ゐ
）
袖
G
。
鳩
刈
9
。
他
方
津
、
菰
β
、
能
働
的
能
力
、
「
感
畳
的
な
も
の
○
競
念
ゆ
．
乞

生
産
し
（
麗
、
o
砦
o
o
お
）
、
お
る
ひ
は
實
現
す
b
（
Φ
鰭
。
Φ
憎
①
）
能
力
し
蝋
、
植
｛
、
い
か
な
る
悟
懐
作
用
“
．
生
も
尊
く
前
提
せ
す
」
、
そ
れ
茄
思
惟
的

導
燈
に
内
在
す
る
子
．
r
沃
不
可
能
で
あ
る
舞
）
。
．
爾
能
力
O
こ
の
實
在
的
纏
別
が
、
感
党
的
観
念
の
外
痙
性
　
「
私
が
協
力
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
に
お
け
る
細
四
時
燃
脳
の
…
間
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薫
飯
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折
隅
學
響
卿
沁
　
　
鹸
Ψ
四
百
慌
十
八
簿
網
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
山
ハ

な
し
に
」
（
導
⑦
昌
O
謎
。
◎
o
℃
①
謎
馨
Φ
）
、
「
私
の
意
に
反
し
て
」
（
黒
く
搾
。
覧
o
O
馨
騰
Φ
ヨ
。
ご
瞬
鴨
0
）
（
誤
↓
．
＜
剛
囲
●
唱
袖
ρ
》
6
」
×
。
℃
6
合
結
禺
さ

れ
る
親
念
の
非
同
意
性
（
濤
O
ご
　
O
O
β
ω
①
コ
ω
償
）
左
確
誇
さ
せ
る
論
蝶
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
感
髭
的
観
念
が
生
氣
あ
り
明
白
で
あ
・
9
、
か
つ
「
そ
れ
自
身
の
仕
方
で
」
判
明
で
す
ら
あ
る
と
は
い
か
な
る
意
味
で
あ
ら
う

か
。
一
ブ
カ
ル
｝
の
規
｛
疋
に
し
鴨
萬
が
へ
ば
、
成
心
畳
は
心
身
の
晶
縮
ム
筒
と
混
ム
ロ
か
、
b
・
生
す
る
「
思
惟
の
或
る
｝
小
・
分
明
覗
心
線
陣
能
心
し
（
o
o
嵩
団
⊆
ω
雌
ω
ρ
二
苧

像
簿
ヨ
o
o
臓
鐙
昌
ω
B
Q
配
慮
ω
）
（
罷
齢
や
謬
）
、
あ
る
ぴ
は
、
輩
に
「
或
る
不
分
明
な
思
惟
し
で
あ
診
、
内
的
・
外
的
感
…
覚
い
つ
れ
に
つ
い
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
｝
）

同
檬
に
指
…
摘
さ
れ
て
る
る
（
娼
憎
臨
く
・
お
ρ
お
ご
。
し
た
が
っ
て
、
「
不
分
明
な
恩
惟
」
に
よ
っ
て
知
発
さ
れ
る
親
念
の
く
貯
罷
9
δ
”
③
隅
勺
瞳
Φ
む
。
ω
斜

a
ω
寓
昌
。
壁
の
解
羅
が
問
題
で
あ
ら
う
。
そ
れ
に
は
　
　
通
り
の
解
糖
が
立
て
ら
れ
る
。
　
一
は
、
〈
貯
達
臼
。
矯
Φ
図
弓
附
Φ
ω
ω
簿
に
、
他
は
そ
の
正
確

な
語
義
に
お
い
て
「
そ
れ
自
身
の
仕
方
で
」
の
悠
畳
の
濁
自
酌
劇
明
性
（
ヨ
節
黒
の
蝕
馨
ぎ
0
3
）
に
重
黙
を
斜
脚
く
も
の
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

　
第
一
の
解
繰
に
つ
い
て
み
よ
う
。
デ
カ
ル
ト
は
、
「
原
理
」
の
中
で
、
「
明
日
」
（
o
一
霞
帥
）
と
「
三
明
」
（
＆
段
ぎ
。
鐙
）
の
概
念
を
規
定

し
て
み
る
。
o
貯
毒
と
は
、
「
注
意
す
る
露
盤
に
（
諺
①
一
P
酔
一
　
自
5
け
瞥
の
謬
伽
一
）
訣
ざ
・
～
籔
ざ
と
現
讃
す
る
（
鋒
。
℃
禽
欝
弓
鑓
霧
⑦
昌
ω
）
と
こ
ろ
の
も
の
」

で
あ
診
、
「
直
魏
す
る
眼
に
（
o
o
g
o
貯
磐
窃
類
嵩
）
現
前
し
、
十
分
強
く
ま
ざ
ま
ざ
と
そ
の
眼
を
動
か
す
も
の
が
我
粛
に
よ
っ
て
明
晰
に
見

ら
れ
る
と
い
は
れ
る
や
う
な
も
の
で
あ
る
」
。
ま
た
、
臼
ω
賦
昌
O
欝
と
慮
、
「
そ
れ
が
明
円
で
あ
る
と
き
、
明
断
で
あ
る
も
の
以
外
の
な
に

も
の
を
も
自
ら
の
中
に
ふ
く
ま
な
い
ほ
ど
に
す
べ
て
の
他
の
も
の
か
ら
分
離
さ
れ
（
o
。
①
甘
譜
9
飴
）
、
か
つ
明
自
で
あ
る
（
℃
謎
①
9
ω
麟
）
と
こ

ろ
の
も
の
」
で
あ
る
。
o
貯
鑓
は
、
悟
性
・
想
像
力
・
感
発
な
ど
の
意
識
諸
様
態
に
直
接
す
る
思
惟
の
直
宣
す
べ
て
に
つ
い
て
い
は
れ
、

自
圃
珍
貯
。
欝
は
、
そ
れ
を
悟
性
の
み
に
．
局
限
し
て
純
化
徹
底
せ
る
純
粋
悟
性
認
識
に
つ
い
て
い
は
れ
る
と
み
ら
れ
る
Q
　
思
惟
は
あ
ら
ゆ
る

意
識
糠
態
に
直
援
し
、
か
つ
そ
れ
ら
を
包
饗
す
る
か
ら
、
悟
性
認
識
は
思
惟
の
直
槻
“
．
伍
必
然
的
に
前
提
す
る
が
、
後
者
は
前
者
を
直
ち
に

は
前
提
し
な
い
。
　
し
た
が
っ
て
、
「
明
断
で
あ
っ
て
製
明
で
証
い
傭
．
畳
は
あ
る
が
、
剰
明
で
あ
っ
て
明
断
で
．
な
い
知
発
は
あ
，
β
．
・
侮
ん
な
い
」

（
汐
．
・
H
●
駆
9
｝
β
ぐ
踏
H
よ
）
’
ω
響
。
感
畳
的
知
畳
、
た
と
へ
ば
、
「
痛
み
の
知
畳
」
（
℃
Φ
瞳
。
Φ
甥
識
。
鳥
。
ご
ユ
ψ
）
吟
ρ
い
で
れ
自
盤
は
。
露
類
で
あ
る

が
、
そ
の
「
木
犀
に
つ
、
い
て
の
制
麟
」
（
甘
皮
。
貯
ー
ヨ
鋤
畠
拶
簿
貯
＄
）
は
象
。
。
酔
冨
9
沁
で
ぽ
な
い
（
㌶
）
。
あ
る
ひ
は
、
「
色
の
感
畳
と
い
は
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れ
る
亘
る
極
め
て
明
白
で
判
然
と
し
カ
（
〈
軽
羅
Φ
難
9
δ
欝
㍊
Φ
無
虚
ω
雲
娼
㊦
『
ψ
℃
蓼
類
聚
g
9
）
置
畳
」
も
そ
の
「
本
遍
し
β
缶
負
ω
答
鴇
欝
ご
翁
。
宕
『
Φ
）

の
認
識
は
不
明
確
で
あ
塾
、
「
感
髭
と
い
は
れ
る
不
分
明
な
思
惟
読
響
粛
に
惹
き
起
す
封
象
の
中
に
（
す
な
“
、
霊
り
、
感
畳
な
惹
き
議
す
や
う
な

も
の
自
身
の
中
に
）
な
に
が
あ
る
か
は
分
ら
な
い
。
」
萄
憎
・
同
・
ざ
）
「
制
断
ず
る
仕
方
に
お
い
て
そ
れ
は
全
く
異
な
る
」
（
箆
こ
》
8
・
＜
質
屑

㌻
ω
じ
の
で
あ
睡
。
o
。
　
し
た
が
っ
て
、
慈
発
的
理
念
の
生
湿
・
明
白
・
鯛
明
と
は
、
正
し
く
は
感
量
に
直
接
・
ア
る
思
惟
の
直
親
の
生
氣
・
明
白

す
な
は
ち
明
晰
盤
で
あ
っ
て
、
悟
自
性
認
識
の
判
明
性
で
あ
る
と
獄
”
い
へ
な
い
。
へ
感
発
が
「
不
分
明
な
愚
書
」
と
さ
れ
る
の
は
、
戯
評
畳
的
知

莞
左
鋳
ゆ
き
起
す
物
質
の
感
畳
内
容
が
そ
の
本
質
り
分
析
判
断
に
隠
し
て
純
粋
悟
性
の
謝
象
と
な
つ
葎
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
こ
の
や
う
な
感
畳
り
明
断
性
が
、
感
畳
の
受
働
的
能
力
が
「
確
か
に
私
の
中
に
わ
る
し
（
9
①
禦
ぐ
ど
》
、
拙
く
回
暦
℃
袖
り
）
こ
と
の
確
信
を
強

め
、
同
時
に
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
能
働
的
能
力
の
外
的
實
在
性
、
す
な
ぼ
ち
、
物
質
存
在
“
．
缶
際
定
†
る
こ
と
に
な
る
R
も
・
お
，
。
。
O
）
。

だ
が
、
既
涯
の
通
b
・
、
感
畳
的
知
発
○
明
認
性
は
直
ち
に
感
発
内
容
・
獣
蒙
の
悟
性
認
識
の
襲
弊
性
で
膚
蹴
の
り
え
な
い
。
後
者
は
む
し
ろ

不
分
明
に
し
か
思
惟
さ
れ
え
な
い
か
ら
、
こ
の
さ
い
、
物
質
の
存
在
受
認
が
、
存
在
疋
田
”
分
析
綱
断
の
彫
式
で
域
即
す
る
の
で
な
い
こ

と
は
明
か
で
あ
る
。
本
質
の
．
分
析
剰
臨
、
換
言
す
れ
ば
、
「
確
貧
な
不
可
疑
の
制
断
」
（
8
審
賃
諺
Φ
窪
匪
賊
紳
鑓
讐
蓉
訳
了
一
〇
貯
導
）
が
賢
君
す

る
内
発
・
認
識
は
、
「
明
断
で
あ
る
」
と
と
も
に
「
制
明
で
あ
る
」
こ
と
が
必
要
不
可
敏
の
密
告
で
あ
る
か
ら
で
偽
る
（
勺
さ
H
・
畿
・
》
↓
・
＜
嵩
μ

℃
■
Q
。
酬
。
そ
れ
ゆ
ゑ
、
物
質
の
存
在
制
断
は
、
そ
れ
が
本
來
の
デ
カ
ル
ト
難
平
断
の
威
立
す
る
悟
性
的
領
域
を
全
く
逸
脆
し
て
感
畳
々
領

域
に
お
い
て
威
寂
す
る
か
ら
に
は
、
悟
性
・
意
志
の
構
威
す
る
分
析
判
麟
と
ぽ
別
個
の
劇
麟
構
戯
を
な
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
す
な
は
も
、

悟…

ｫ
認
識
と
認
識
論
的
意
志
と
の
協
同
作
用
に
廻
し
て
、
箪
に
「
明
断
な
し
感
発
的
知
畳
と
、
物
質
存
在
左
承
認
す
る
特
殊
な
、
い
は
ば

信
仰
的
意
志
一
「
信
ず
べ
き
大
き
な
傾
向
介
し
　
　
と
○
協
同
作
用
と
し
て
そ
れ
は
域
注
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
こ
こ
で
、
「
信
ず
べ
き
大
き
な
榔
い
同
性
し
と
し
て
の
意
志
決
定
の
内
客
を
明
確
に
ナ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
認
識
論
墨
引
断
に
…
減
し
て
、

信
仰
的
制
翻
と
し
て
威
立
す
る
物
質
の
存
廉
舗
断
を
検
討
し
ょ
う
。

　
本
來
の
判
断
意
志
は
明
噺
珊
明
な
悟
性
認
識
に
決
定
論
的
に
從
属
す
る
が
、
そ
れ
自
身
は
幡
羅
的
自
由
に
も
と
つ
く
自
費
的
作
用
で
あ

　
　
　
デ
カ
ル
ト
に
お
け
る
釧
躍
…
論
一
の
簡
押
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
｝
…
七
．



350

　
　
　
　
哲
墨
欝
露
　
焔
陽
暇
．
頁
∴
浮
八
噛
演
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

る
こ
と
に
は
締
∵
P
な
い
。
悟
性
能
力
（
貯
O
乱
欝
ω
冒
O
憎
9
圓
）
圃
①
昌
α
囲
い
犀
費
〇
三
厩
鳥
Φ
O
O
嵩
欝
臥
窪
O
）
譲
榊
つ
所
興
で
あ
る
が
、
意
志
能
力

（
貯
。
良
欝
ω
量
器
馨
蚕
己
一
し
節
節
◎
鼠
菰
9
〈
o
巳
。
貯
）
、
自
由
意
志
、
善
言
す
れ
ば
、
「
人
聞
つ
自
由
な
行
動
」
（
一
∋
①
猫
豊
ρ
o
ヨ
ぎ
冒
ヨ
鋤
g
一
－

o
ご
①
ω
）
は
憩
に
よ
っ
て
「
非
気
山
的
な
も
の
」
（
貯
鳥
露
①
戦
嵩
ρ
貯
肥
溜
）
と
志
れ
て
る
る
（
影
．
高
・
、
…
ど
，
い
P
誤
↓
・
く
嵩
圖
・
尉
）
・
卜
。
O
・
鍾
興
○
も
・
Q
。
ω
）
。
し
た

が
っ
て
、
融
の
誠
實
は
、
一
般
に
、
剃
斯
の
療
斑
血
糊
保
諮
・
マ
る
か
瀞
．
納
り
、
悟
盤
と
意
志
と
能
と
も
に
同
時
直
接
に
保
話
す
る
の
で
は
な

く
、
悟
性
の
％
か
喝
包
決
定
的
閃
に
保
鵠
献
す
ド
急
。
こ
れ
”
か
測
点
輝
一
的
～
に
・
は
眞
測
判
断
成
ウ
｛
の
必
衙
謝
・
十
・
分
殊
丸
年
件
と
淑
循
へ
、
h
れ
ψ
心
。
露
思
出
心
は
脇
匹
轄
八
…
明
噺
馴

判
明
な
悟
性
認
識
の
領
域
内
に
と
ど
ま
る
か
ぎ
・
9
、
繋
属
を
介
し
て
D
み
紳
つ
聞
接
的
保
諦
“
．
生
え
い
．
母
と
い
へ
い
．
踊
。
と
こ
ろ
で
、
物
質
の
存

在
創
判
魔
を
韓
．
誠
・
…
タ
る
成
鍋
畳
と
臨
思
恋
心
し
r
・
に
つ
い
て
浅
口
、
繭
贋
の
傑
匹
讃
瓜
，
ぐ
ゆ
へ
っ
て
漁
困
．
接
轡
一
町
心
に
あ
っ
て
感
畳
に
は
照
照
い
。
こ
O
こ
キ
一
は
疵
姻
畳
．
的

知
圃
畳
の
勃
鱒
㌦
載
塾
醐
的
堀
小
分
明
性
に
趨
M
忘
す
r
る
嫌
口
鉄
…
の
結
審
で
あ
駄
ゾ
、
　
同
晦
に
ホ
へ
ら
μ
回
で
つ
池
恩
士
洞
窟
｛
為
り
｛
蕾
・
了
隔
離
馬
繋
燥
敷
饗
｛
し
め
し
て
み
る
。

　
「
省
察
」
第
二
然
聞
鼎
の
中
で
、
デ
カ
ル
ト
“
、
搬
明
讃
性
の
一
…
つ
り
秩
序
1
－
「
自
然
O
光
」
へ
冨
冒
舅
溶
梶
Φ
昌
潜
嘗
舞
．
①
離
⑩
）
と
「
紳
O
囚
党
腿
」

（
す
讐
節
O
①
島
ぞ
冒
Φ
）
　
　
と
左
分
け
て
み
る
。
「
モ
れ
に
よ
っ
て
我
々
つ
意
志
が
礎
盤
7
る
や
う
に
駆
b
カ
て
ら
れ
う
る
と
こ
ろ
の
明
瞬
性
、

・
め
る
ひ
は
明
維
性
（
一
議
O
一
鋤
蔦
⑪
〇
二
一
鴇
O
〈
一
傷
①
一
岩
O
）
ぽ
二
つ
○
種
祭
か
ら
へ
姻
っ
て
“
．
虹
h
・
．
、
一
“
」
ピ
自
映
｛
の
光
か
ら
生
じ
、
他
・
は
紳
O
思
議
か
ら

來
る
。
」
（
諺
、
削
減
図
も
・
嵩
9
信
　
仰
封
事
の
不
分
明
性
ぽ
そ
れ
を
信
ぜ
し
め
る
「
形
相
的
理
由
」
（
｛
摯
」
阿
，
帥
岡
①
O
謎
臨
O
一
，
δ
P
Φ
囲
一
Φ
）
の
明
諦
挫
ゆ
．
凱
靖
げ
る

。
も
○
で
ぽ
艦
砿
い
、
「
我
λ
が
い
で
こ
に
我
々
の
儒
（
o
裡
ゆ
会
a
昌
。
Φ
）
％
乞
あ
％
凡
へ
る
Ω
℃
の
（
導
鋤
鋤
Φ
厭
Φ
堕
。
び
○
ω
Φ
）
」
し
し
「
、
一
で
つ
信
“
琶
慨
の
た
へ
”
9
や
う
に
我

我
○
意
志
キ
一
動
か
す
形
相
的
理
由
」
と
獣
別
で
あ
り
、
宗
歌
的
信
仰
に
へ
の
い
て
獣
前
条
の
不
分
明
性
両
論
が
か
へ
っ
て
後
舞
の
悪
説
性
に

も
と
づ
い
て
「
明
噺
劇
明
な
制
辞
し
（
鉱
鐸
甘
m
Φ
ヨ
の
纂
O
ぼ
貯
霧
a
ω
仲
ぎ
9
）
を
な
す
に
役
立
つ
◎
9
す
レ
観
〉
。
「
こ
の
形
声
的
理
由
ぽ
或
る

内
的
な
光
の
中
に
あ
の
、
そ
れ
に
よ
つ
て
紳
が
我
々
を
超
自
然
的
に
啓
渡
し
、
信
・
で
る
や
う
に
我
み
ハ
に
捉
漣
さ
れ
ン
し
み
る
も
の
が
紳
に
よ
っ

て
啓
示
さ
れ
て
み
る
こ
と
、
そ
し
て
、
榊
が
欺
・
隔
尉
で
あ
．
つ
て
我
涛
を
欺
く
こ
と
ぽ
驚
く
あ
り
え
な
い
と
い
ふ
こ
と
に
我
六
識
確
か
な
信

頼
達
も
つ
て
み
る
」
（
鐸
や
戸
お
）
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
や
う
に
、
超
自
然
的
秩
序
に
依
猿
す
田
（
　
∴
無
毒
つ
「
明
断
制
電
な
剰
断
篇

に
お
い
て
は
、
憩
O
保
謹
諏
直
接
意
志
に
あ
っ
て
鋼
…
誼
封
象
の
認
議
に
“
，
ρ
な
い
。
僧
禅
鋼
討
つ
こ
O
特
質
ぽ
、
・
累
質
の
．
分
析
鋼
購
の
依
蝶



す
る
悟
性
的
秩
序
な
逸
脆
し
て
畑
江
的
確
儒
に
も
と
づ
い
て
成
立
し
距
物
質
つ
存
在
鋼
噺
に
唐
け
る
意
志
決
定
が
紳
の
懲
魔
つ
超
自
然
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
コ
じ

な
光
か
ら
直
接
由
恕
す
る
信
（
o
み
鋤
5
0
①
）
で
あ
汐
い
は
ば
信
仰
に
猛
か
な
ら
な
い
こ
と
を
暗
示
し
て
ゐ
乃
．
や
う
に
も
考
へ
ら
れ
る
。
だ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

デ
カ
ル
ト
の
傳
統
盗
聴
敦
思
想
に
つ
い
て
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
通
》
で
あ
る
と
し
て
も
、
物
賃
O
存
在
誰
明
に
か
融
、
レ
ニ
ら
す
そ
の

哲
學
の
企
幾
的
掘
建
の
中
で
、
そ
れ
ほ
ど
一
方
灼
に
紳
の
誠
費
が
強
調
さ
れ
て
る
為
か
“
、
｛
疑
聞
で
あ
為
、
さ
ら
に
物
質
つ
存
在
番
鳥
が
信

仰
判
断
と
し
て
成
立
す
葛
㌔
‘
｝
し
て
も
、
そ
熱
々
歳
ほ
不
完
全
で
・
瀞
り
確
露
な
根
搬
な
も
へ
四
甲
な
い
と
い
ぽ
ね
ば
な
ら
な
い
G
そ
の
意
志
に
趨

自
然
的
な
光
が
内
在
す
る
と
し
て
も
、
そ
O
判
瞬
封
象
瞳
不
可
疑
り
現
實
的
無
限
（
貯
鷺
欝
二
念
。
ワ
）
H
“
脚
で
孟
，
∵
は
く
、
不
安
定
な
可
能
的
無
限

（
駒
鳥
鑑
貯
謬
羅
ω
）
1
1
物
質
だ
か
ら
で
め
る
。
豪
た
そ
○
意
志
が
純
膵
に
信
陣
的
な
自
農
作
謝
で
あ
済
か
も
疑
問
で
あ
h
・
、
そ
れ
と
登
簿
の
判

畷
意
志
と
の
差
轍
…
も
問
題
と
な
る
で
あ
ら
．
う
。

　
デ
カ
ル
ト
の
物
質
の
存
在
讃
明
は
こ
こ
で
一
慮
完
結
し
て
み
る
が
、
　
「
省
祭
・
醜
し
の
後
憂
に
贋
開
さ
れ
る
感
発
の
霞
的
論
的
内
容
○

反
省
に
越
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
鋼
心
構
趨
を
明
か
に
せ
葱
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ほ
感
発
的
親
念
の
7
で
れ
自
身
の
仕
方
で
し
◎
鯛
明
性
り

語
義
に
正
確
に
し
た
が
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
感
発
◎
生
氣
・
明
自
∵
判
明
に
つ
い
て
の
こ
広
め
，
の
解
稗
の
一
方
煮
す

で
に
み
ら
れ
た
。
他
方
の
解
鐸
が
つ
ぎ
の
課
題
と
な
る
。

　
註
（
一
）
　
た
だ
し
、
　
　
九
一
節
ラ
テ
ン
交
に
こ
の
丈
句
は
方
い
。
＜
◎
陣
び
》
弓
噸
く
浜
野
一
）
．
ω
一
八
Φ
仲
剛
区
幽
ワ
告
の
嵩
．

　
　
（
二
）
　
℃
罫
い
麟
9
誤
日
’
◎
＜
瓢
轡
り
輪
ご
ら
Q
P

　
　
（
三
）
　
露
為
八
マ
ー
ル
．
7
，
ラ
ン
シ
ー
肺
は
二
の
㌫
〃
碗
に
微
毒
し
て
い
っ
た
と
｛
苓
へ
・
b
丸
　
る
。
ノ
、
o
貯
，
9
0
．
口
恥
ρ
離
嗣
謝
誹
”
び
p
⑳
団
ω
酔
髪
上
づ
伶
鮎
①
］
9
c
ひ
ω
o
釦
璽
ぼ
Φ
O
o
尊
鳩
．
鱒
q
も
Q
’

　
　
（
四
）
　
出
●
Ω
o
目
移
Φ
び
い
ρ
唱
。
同
影
似
①
饗
Φ
島
陰
象
釜
①
急
。
σ
①
の
o
p
詳
Φ
ω
こ
嗣
即
Ω
建
。
。
9
ご
轡
ρ
濡
σ
①
一
，
融
：
　
6
け
O
置
。
．
伽
。
闘
影
無
財
。
鳥
P
穆
Φ
呂
冨
臼

　
　
　
　
O
O
鵠
ば
ご
Φ
昌
酔
ゆ
｝
門
O
壱
O
稗
O
．

3」rl

　
本
質
の
分
析
制
断
を
撫
蹴
夙
す
訴
の
悟
…
性
キ
轟
怨
士
心
と
の
…
協
藺
圃
作
憶
用
が
、
　
物
資
り
存
在
制
断
に
㎜
零
し
て
戯
ρ
、
　
成
仙
畳
》
｝
「
信
』
㍗
べ
き
訟
人
き
へ
鎮
麟
臥
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

性
」
の
意
志
決
定
と
の
協
岡
作
用
と
し
て
あ
ら
凝
れ
た
。
そ
○
縦
断
の
幾
日
領
域
が
、
前
蔚
は
「
一
般
的
に
み
ら
れ
た
自
然
し
3
鞍
瓢
鷲
9

　
　
　
デ
カ
ル
ト
に
診
け
る
判
榊
幽
高
滋
の
問
舗
㎝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
⊥
九
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哲
雄
滞
究
　
蟷
際
百
畿
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閥
○

磯
窪
①
手
簿
窪
ω
℃
Φ
o
欝
欝
）
、
「
淋
自
盤
、
あ
る
ひ
．
ぱ
瀞
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
勉
被
造
物
り
秩
序
（
o
o
◎
a
ぎ
効
謡
3
」
、
換
言
す
れ
ぼ
、
悟
性

的
自
妖
…
で
識
の
の
、
後
嚢
は
「
特
祠
鎌
的
に
み
こ
b
烈
鑑
κ
霞
一
貫
」
（
昌
簿
樫
億
塊
飴
一
β
も
知
日
ぼ
〇
二
一
効
ほ
の
弓
Φ
o
仲
帥
瞥
①
）
、
「
熟
脚
に
よ
っ
て
君
田
に
・
め
躰
起
へ
ら
れ
入
熊
～
の

ら
ゆ
る
も
の
の
集
卵
麺
（
o
o
ヨ
艮
Φ
滋
。
ご
、
換
雷
す
れ
ば
、
身
雀
的
自
然
で
あ
る
こ
と
は
、
純
粋
悟
性
の
精
確
的
本
性
と
磁
畳
O
心
身
合

一
的
本
性
か
ら
明
か
に
知
ら
れ
る
（
霞
①
穿
く
押
》
8
・
＜
固
瞥
㌻
G
。
O
）
。
自
然
の
こ
り
二
つ
の
領
域
の
事
實
に
し
た
が
へ
ば
、
物
質
の
存
在
釧
断

は
、
い
は
ば
「
感
憂
の
難
燃
」
（
甘
繰
。
嘗
嚢
む
。
①
旨
も
9
煮
ω
）
（
猿
・
副
）
夷
ρ
刈
ご
と
し
て
、
心
身
合
一
〇
内
容
的
反
省
を
へ
て
必
然
的
に
身
繕
的
自

然
（
合
成
盤
）
の
場
に
白
い
て
成
立
す
る
と
い
へ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
鯛
断
意
志
O
傾
向
性
も
軍
に
超
自
然
的
な
光
か
ら
慮
擾
由
來
す

る
の
で
は
な
く
、
ま
た
軍
に
悟
性
認
識
の
明
骨
性
に
も
と
つ
く
○
で
も
な
い
。
そ
れ
ほ
不
可
避
的
に
、
感
畳
の
自
然
的
傾
向
性
す
な
ほ
ち

「
亘
る
身
融
眼
的
傾
向
性
し
（
8
壱
。
『
＄
ρ
慧
①
量
白
磁
。
℃
Φ
葛
一
。
）
へ
峯
・
剛
）
．
8
轡
）
に
媒
介
さ
れ
て
一
二
定
さ
れ
る
と
考
へ
へ
聞
け
れ
ば
へ
依
ら
山
山
い
。

　
こ
の
や
う
な
脊
髄
的
自
然
に
耽
け
る
感
発
綿
甲
念
の
「
そ
れ
自
身
の
仕
方
で
」
の
猫
自
爆
明
誰
性
は
ど
の
や
う
に
し
て
誇
示
さ
れ
る
の

で
あ
ら
う
か
。
「
嶺
然
的
傾
動
し
（
山
導
弓
①
践
ω
ご
瓢
貯
雲
向
ω
）
（
と
a
・
禁
押
凶
9
℃
・
ω
り
）
、
　
あ
る
ひ
は
「
肖
る
盲
嚢
的
衝
動
」
（
o
瓢
①
o
縄
ω
鮎
5
a

圃
醤
℃
遍
路
β
ψ
）
（
陣
門
こ
）
・
・
晒
。
）
と
い
は
れ
る
「
感
発
の
判
断
」
が
自
然
的
光
の
悟
性
的
根
振
を
歓
く
以
．
上
、
　
「
礁
實
な
黒
蝿
…
」
（
o
Φ
糞
藏
窪
甘
匹
堕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

。
冒
ヨ
）
で
あ
商
え
な
い
こ
と
は
「
省
察
・
三
」
に
、
冷
い
て
し
め
さ
れ
て
み
る
。
デ
カ
ル
ト
徐
、
悟
性
的
自
然
と
慈
畳
的
自
然
と
左
綴
別
し

て
、
納
削
琳
哨
が
晶
碓
燈
貝
孤
上
瓦
撫
熊
に
倒
影
す
’
頃
の
の
に
…
隠
し
て
、
後
露
泊
、
換
丹
．
口
す
．
れ
“
ほ
「
・
目
玉
…
に
よ
つ
て
轟
脈
へ
・
b
れ
q
る
こ
と
」
は
「
贈
る
自
戒
倣
的
入
舐

衙
瞬
動
に
よ
っ
て
（
ω
℃
。
暮
§
8
盤
＆
轟
。
B
首
窓
言
）
君
上
が
一
信
，
す
る
陪
、
う
に
さ
れ
画
匹
と
い
、
島
こ
霊
」
で
あ
り
「
そ
れ
が
牌
斑
で
馬
の
る
こ
と
が
、

繋
る
自
然
的
光
に
よ
っ
て
、
私
に
し
め
さ
れ
る
し
こ
と
で
は
な
い
と
†
る
（
葬
フ
し
。
G
。
“
。
　
し
た
が
っ
て
、
感
登
鋼
麟
の
壁
芯
決
定
の
性
格

も
モ
れ
に
印
し
て
考
へ
ら
れ
る
。
　
た
と
く
、
げ
綴
動
は
【
、
私
の
申
に
へ
θ
捻
と
捻
い
へ
、
意
志
と
・
轄
別
個
○
も
の
」
（
ζ
Ψ
磐
）
で
お
，
り
、
　
あ

る
ひ
は
「
つ
ね
に
意
志
と
一
致
す
る
と
は
か
窪
ら
な
い
」
〉
、
門
高
岡
・
ワ
ω
じ
が
、
モ
れ
は
、
自
嚢
的
偵
動
と
い
は
れ
る
か
ぎ
り
、
意
志
的

要
素
を
内
に
宿
す
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
舗
麟
意
志
が
そ
こ
で
は
つ
ね
に
感
発
に
直
接
し
そ
れ
に
媒
介
さ
れ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し

て
み
る
Q
意
志
は
「
悟
性
内
の
大
量
な
光
」
に
よ
る
自
搬
的
な
純
粋
意
志
で
は
な
く
、
　
む
し
ろ
「
署
す
る
や
う
に
さ
れ
る
」
（
旨
Φ
臨
Φ
騰
ユ
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鶏
像
び
o
o
o
門
①
α
Φ
【
嵐
篇
旨
）
衝
動
的
意
志
で
あ
る
。
身
本
座
自
然
の
領
域
で
威
籍
す
る
こ
の
や
う
な
感
憂
○
素
噺
が
「
掛
買
な
確
歴
た
る
制

断
」
と
な
る
こ
と
は
、
感
発
の
盲
目
的
馳
駆
性
が
否
定
さ
れ
、
な
ん
ら
か
の
仕
方
で
そ
れ
が
再
び
音
定
・
承
認
さ
れ
為
こ
と
に
よ
っ
て
の

　
　
　
　
　
　
ハ
つ

み
可
桃
雛
で
あ
ら
う
。
か
く
て
、
デ
カ
ル
ト
は
曲
塁
説
．
俵
る
感
曲
覚
卜
的
自
然
“
．
瓢
ば
ム
黒
糖
趣
肱
の
目
的
軟
呼
野
「
自
然
へ
み
「
止
鴇
…
†
・
る
こ
・
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

積
極
的
意
義
を
圭
張
す
る
こ
と
に
な
み
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
一
プ
カ
ル
ト
は
、
ま
つ
、
特
蘇
的
爆
弾
が
　
般
的
》
白
回
然
と
同
檬
、
欺
醗
鵬
琳
噴
で
ぽ
・
め
り
・
幼
た
い
「
融
旧
に
よ
っ
て
酬
仏
に
あ
～
斥
へ
ら
れ
た
」
も
の

で
・
め
る
か
ら
に
ぽ
、
　
炉
、
の
申
に
「
簸
る
藁
孫
こ
（
麟
犀
ρ
盤
一
山
く
Φ
岡
津
鋤
臨
ロ
○
）
が
｛
仔
す
レ
婦
こ
と
・
達
「
疑
ド
ふ
べ
・
き
で
流
は
入
畝
い
」
と
考
へ
る
へ
守
回
。
鳥
●

＜
押
誤
↓
・
＜
鐸
ウ
。
。
9
。
だ
が
、
こ
の
「
陥
る
眞
理
」
は
も
は
や
悟
性
的
自
然
の
明
誰
的
秩
序
に
も
と
つ
く
も
の
で
獄
あ
り
え
す
、
こ
れ
が
ほ

か
な
ら
ぬ
身
妙
寺
自
然
の
自
已
保
存
の
た
め
の
感
畳
の
目
的
論
的
指
示
の
国
論
性
、
す
な
は
ち
無
難
的
難
念
の
「
そ
れ
自
身
の
仕
方
で
」

の
明
晰
篇
馴
明
性
で
あ
る
と
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
合
域
禮
（
o
o
B
℃
o
ω
答
¢
日
）
は
、
た
と
へ
ば
内
的
感
畳
に
つ
い
て
、
「
苦
痛
の
感
畳
鞠
達
も
た
ら
す
も
の
を
避
け
逃
れ
る
こ
と
」
、
あ
る
ひ

は
「
快
樂
の
感
畳
を
も
た
ら
す
も
の
を
追
ひ
求
め
る
こ
と
」
を
鍛
へ
ら
れ
、
外
的
懲
畳
に
つ
い
て
も
、
縄
畳
・
黒
熱
・
嗅
発
晶
、
醸
ど
の
構
威
す

る
も
の
の
二
次
的
諸
性
質
な
敏
へ
ら
れ
る
が
（
軍
。
勺
、
押
謡
）
、
総
じ
て
感
畳
の
指
示
す
る
も
の
に
つ
い
て
「
眞
な
る
も
の
を
知
る
こ
と
」

（
〈
Φ
鑑
ヨ
ω
o
冒
Φ
）
は
で
き
な
い
。
辮
性
認
識
は
精
榊
の
み
に
平
し
、
合
批
点
に
は
厩
し
山
、
砥
い
か
ら
で
あ
る
急
鐸
や
。
。
P
器
）
。
含
点
燈
は
感

畳
的
封
書
の
本
挫
認
識
に
つ
い
て
は
、
「
貧
在
的
な
、
あ
る
ひ
は
，
租
枢
的
な
傾
向
性
」
C
，
①
黒
冨
臨
く
①
℃
o
珍
轟
く
鋤
℃
8
讐
o
P
鋤
◎
ご
妊
も
た
す
、

か
へ
っ
て
つ
ね
に
ゐ
圏
然
の
権
旧
婚
約
秩
一
往
惹
歪
曲
ム
メ
隠
（
賦
・
）
。
た
か
、
罐
㎝
石
段
幽
「
澱
汝
ゆ
外
に
織
姫
は
る
物
難
ゆ
ホ
日
建
」
の
劃
脚
識
疑
ほ
門
、
極

め
て
．
不
明
瞭
に
不
分
明
に
し
し
か
し
め
さ
な
い
に
せ
よ
、
「
感
畳
の
知
畳
は
も
と
も
と
似
た
急
激
に
、
精
淋
が
そ
の
部
分
で
み
る
合
成
雛

に
と
っ
て
、
い
っ
詠
い
な
に
が
都
ム
擬
よ
い
も
の
で
訪
D
訪
る
ひ
旗
な
に
が
都
合
わ
る
い
も
ゆ
で
あ
る
、
か
駈
指
示
す
る
や
う
に
肖
然
に
よ
っ

て
あ
ら
溝
へ
ら
れ
て
を
り
、
サ
で
し
て
㍗
で
O
か
ぎ
り
十
分
に
明
晰
旧
で
6
り
翻
判
明
で
」
い
る
（
㎝
工
臨
ω
9
糞
こ
轡
鋤
①
Φ
轡
黛
ω
鐵
昌
。
二
二
①
）
L
篇
．
ピ
ワ
c
Q
告
○
）
と
さ
熱
亀

る
。
感
畳
の
猫
自
演
明
心
性
ほ
こ
こ
に
明
．
確
に
規
定
さ
れ
る
。
こ
の
規
定
に
嚴
密
に
し
六
が
へ
ば
、
物
質
の
存
在
釧
購
に
モ
の
霊
要
な
成

　
　
　
デ
カ
ル
㍗
に
お
け
る
翻
際
門
齢
り
悶
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
一
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鰍

　
　
　
　
雪
學
鍔
憲
　
吻
Ψ
暇
寛
竺
十
・
入
懲
寓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅
黒

虚
根
鑑
一
紙
・
沁
も
匹
へ
る
硫
勧
請
ん
釣
騨
…
念
つ
畷
麟
漸
判
明
挫
レ
！
風
渉
、
感
帰
寛
が
「
私
に
と
っ
て
快
い
・
も
つ
」
（
筥
陣
ぴ
陣
ひ
q
町
鳶
｛
驚
）
、
「
鳳
．
に
と
っ
て
不
快
み
冠

も
の
し
（
殺
蝕
凱
ぎ
瞬
憎
羅
臼
）
、
わ
る
ひ
は
「
都
合
よ
い
も
つ
し
（
8
諺
葺
。
急
鋤
）
、
「
都
合
わ
る
い
も
み
ピ
＝
ヨ
8
盤
　
ヨ
。
α
簿
）
と
し
て
、
キ
　
7
2
ぽ

帳抵

X蹴

E
紅
痛
・
轡
宥
・
｛
悲
な
ど
の
臨
鷲
識
頃
薫
物
“
耀
き
起
・
一
樋
」
・
も
の
と
し
て
、
モ
○
「
冷
彊
・
・
醜
で
○
物
秤
銭
湯
親
ご
ご
ム
筒
．
猷
磐
霞
匹
晒
．
暑
湿
壷
口
明
に
「
遇
駄
へ
る
」

（
餓
O
O
Φ
脱
③
）
　
～
の
る
ひ
山
田
「
畠
揃
一
ボ
・
ア
四
〇
」
　
（
ω
乳
下
欝
岡
艶
O
鋤
一
．
①
）
　
こ
－
こ
に
＃
冨
．
し
て
斯
ご
き
’
、
　
こ
つ
や
う
へ
八
段
浦
藩
ゐ
ゆ
…
明
錦
蘭
燈
七
加
｝
不
に
嶋
コ
∴
4
為
｛
ザ
胎
秘
∵
附
耳
目
海

性
が
、
そ
○
物
質
存
在
を
「
私
に
と
っ
て
邉
ひ
求
む
べ
董
も
つ
」
（
．
諺
剛
三
讐
，
霧
Φ
緯
お
ご
審
）
、
「
．
．
私
に
と
つ
！
㌧
濫
け
強
み
．
↑
．
亀
も
う
」
（
一
目
】
謡

h
艦
影
⑦
謬
山
e
と
し
て
、
濡
　
求
・
忌
避
○
自
己
保
存
的
意
志
決
定
覆
な
重
し
あ
レ
浦
；
し
と
に
∴
、
公
の
Q
内
的
愈
髭
に
か
瀞
．
篭
ら
す
、
外
的
岩
畳
に
つ

い
て
も
、
　
「
そ
れ
ら
に
甥
威
す
る
痴
る
異
種
性
」
（
巴
貰
自
働
〆
、
p
ゆ
罵
①
欝
ω
熔
ω
嫉
。
な
a
唱
。
郎
α
①
ご
ω
）
・
達
認
め
、
同
痔
に
そ
れ
が
合
成
濃
に
封
し
て

は
た
す
同
檬
の
役
罰
が
指
摘
さ
れ
て
る
る
（
剛
α
も
・
。
。
国
）
。
し
た
が
っ
く
、
物
質
り
存
在
豊
丸
が
そ
こ
に
依
擦
す
る
と
思
捻
れ
た
輩
に
明
噺

な
詩
癖
的
高
上
は
、
身
請
的
自
然
に
お
い
て
、
合
情
話
の
自
己
保
存
の
た
め
の
目
．
的
論
的
指
示
の
明
．
瞬
判
明
性
と
し
て
内
．
容
的
に
反
省
さ

れ
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
、
感
冒
の
明
誰
性
か
ら
鱒
結
す
る
物
驚
存
亡
は
も
と
も
と
、
い
黛
ば
「
身
雛
に
黙
す
る
も
の
」
（
冨
匂
a
o
7
0
ω
①
の
¢
鑓
①
ω
糞
。
離

O
O
冠
弓
ω
）
、
あ
る
ひ
は
「
身
燈
な
慨
す
る
も
の
」
（
冨
の
O
げ
O
ω
舘
ρ
巳
づ
償
ぼ
①
暮
9
δ
鋸
O
O
材
窃
）
ハ
℃
銘
ω
・
囮
Ψ
霞
『
μ
し
φ
ご
と
し
て
闘
的
論
的
指
示
者

以
外
の
存
在
で
ぽ
あ
り
・
忽
な
い
。
こ
の
か
ぎ
ゆ
で
の
み
物
質
の
存
在
判
斯
獣
確
陶
た
る
根
擦
ゆ
．
生
も
つ
と
い
は
れ
る
べ
き
捻
づ
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
以
上
の
考
察
を
簡
軍
に
組
括
…
し
て
み
る
。

　
デ
カ
ル
ト
は
、
ま
つ
感
覚
的
纈
儲
り
明
瞬
性
の
み
に
も
と
づ
い
て
、
　
「
信
ず
、
、
（
、
き
潔
き
・
次
傾
向
挫
」
◎
意
志
決
定
に
よ
り
物
質
の
存
在

制
断
を
齢
結
し
た
。
そ
し
て
こ
の
意
志
の
傾
向
性
は
、
そ
肛
が
感
…
覚
に
も
と
つ
く
以
上
、
箪
に
館
抑
的
性
格
と
し
て
は
鷺
解
さ
れ
え
ず
、

潟
軌
蛎
κ
・
不
・
墾
の
鋼
躊
に
お
島
U
る
や
う
噂
な
、
明
漁
騰
的
悟
性
認
識
に
歯
胚
畿
ψ
こ
れ
る
…
、
出
温
由
心
内
冠
り
大
門
二
階
｝
傾
・
同
性
…
し
（
ヨ
鋤
綴
諺
簿
℃
一
．
O
甥
①
鄭
重
◎
陣
驚
く
O
－

冒
鷲
纂
㊦
）
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
瀞
、
造
に
、
感
謝
を
愈
動
的
自
然
か
ら
陽
的
論
的
自
然
へ
と
止
揚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
構
…
畳
の

固執

ﾉ
的
意
義
が
承
認
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
、
物
質
の
存
在
酬
既
桝
は
、
含
恥
丘
…
燈
り
自
己
保
存
○
た
ら
の
、
封
蒙
の
目
的
論
的
・
僻
況
短
的
性

冊
只
認
論
脚
に
猟
総
｛
兀
玄
・
れ
ら
匹
。
一
ア
カ
ル
ト
○
い
轟
吟
ゆ
慶
［
L
自
妖
ハ
に
敏
へ
ら
μ
る
こ
キ
こ
（
蜘
O
O
Φ
『
瞬
舞
⊃
ご
揖
二
終
償
吋
節
）
に
浄
鷺
…
嘱
廻
h
．
○
ぬ
緑
門
鳶
か
ふ
～
・
・
艦
れ
写
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て
る
た
O
で
あ
る
。
第
一
に
は
、
　
一
般
に
傾
動
（
一
欝
唱
。
斎
砂
）
、
衛
動
（
魏
β
℃
煽
δ
窮
）
と
い
礁
、
鴨
れ
急
成
蟹
寛
約
葭
然
で
齢
．
り
、
・
で
れ
が
も
と
も

と
悟
性
認
識
の
不
可
能
訟
岩
畳
に
も
と
づ
い
て
物
○
本
権
に
つ
い
て
の
製
瞬
老
意
志
に
彊
、
制
し
誤
謬
甑
ヂ
嵩
篇
呆
す
け
バ
∴
鰻
止
に
お
い
て
で
喬

乃
。
｛
出
演
に
“
誌
、
…
鼠
雰
報
に
搬
な
震
さ
鎚
『
た
歳
膏
冗
的
∵
寒
熱
で
あ
隔
．
、
み
．
噌
脳
が
礁
心
帯
で
り
目
曲
剛
訟
醐
顧
み
ト
藍
に
…
期
つ
！
一
一
一
こ
，
ワ
緊
ぎ
h
・
で
へ
即
自
巴
保
論
怪
的

意
志
を
合
．
受
難
に
決
定
せ
し
め
る
意
唾
に
お
い
て
で
海
凄
（
寓
。
簿
く
訓
｝
日
、
．
＜
困
野
騎
q
。
ぎ
。
爾
巽
は
と
も
に
疏
欝
冗
に
も
と
、
つ
く
熱
で
同
一

で
訪
る
が
、
前
者
油
、
冒
そ
う
本
窪
な
逸
臆
し
、
後
弓
は
そ
身
受
遵
丁
・
ア
“
」
つ
で
凸
漕
、
嘘
。
　
「
穣
覚
つ
劃
訴
」
憐
．
吋
こ
つ
自
然
つ
敦
へ
う
嬬
二
つ
意

味
に
語
い
て
の
み
眞
耐
判
…
鱗
・
と
し
て
礁
夙
立
す
訴
の
．
o
レ
℃
れ
㍑
渉
、
彊
、
ひ
て
い
へ
い
は
旗
“
入
匹
つ
や
ね
に
口
　
籾
酢
物
一
華
指
示
蔀
顎
し
’
「
し
て
の
虞
僻
覚
的
り
無
㌣
鰹
訴
の
畑
帰
在

を
断
定
t
な
が
ら
、
そ
れ
と
稽
即
し
て
成
立
す
る
。

　
そ
れ
ゆ
ゑ
、
置
畳
的
観
念
の
生
立
・
明
白
、
「
そ
れ
自
身
の
佳
方
で
」
つ
輔
明
性
が
、
瀞
で
も
天
使
で
も
な
く
、
「
私
と
弘
、
ρ
隈
別
さ
れ
る

重
る
實
雛
」
の
存
在
を
確
…
諏
さ
せ
る
こ
と
が
た
と
へ
7
館
く
明
白
で
あ
る
し
と
し
て
も
、
そ
り
或
為
貸
橿
つ
本
．
質
認
識
が
同
時
に
結
県
す

る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
し
か
る
に
、
デ
カ
ル
ト
ぽ
論
讃
O
直
後
に
、
物
賀
存
在
の
中
に
徹
「
我
凌
が
明
晰
劇
明
に
鷺
解
す
る

あ
ら
ゆ
る
も
の
、
換
落
す
れ
ば
、
　
一
般
的
に
み
て
純
粋
二
恩
（
純
粋
幾
何
學
）
っ
饗
象
っ
中
に
包
括
さ
れ
匪
・
9
あ
ら
ゆ
．
る
も
の
」
が
「
眞
に

山
仔
細
』
コ
る
」
（
㊦
ω
ω
ρ
誰
ユ
露
窪
Φ
B
Φ
導
。
。
．
矯
庸
鍵
。
⊆
〈
難
。
）
と
断
定
†
る
（
箆
6
賢
b
O
ゆ
平
日
蜜
二
F
α
も
Q
）
o
　
こ
“
“
，
幽
、
物
質
の
山
小
唐
鳳
訓
甜
識
と
一
下
在

判
．
麟
が
威
冒
す
る
異
質
的
領
域
で
あ
る
悟
性
的
自
然
と
感
畳
的
自
然
と
の
同
一
化
ゆ
．
・
一
意
味
し
て
な
り
、
明
が
に
一
覧
矛
盾
す
る
と
も
考
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

ら
れ
る
。
物
質
り
本
質
認
識
は
延
．
長
の
数
県
的
憧
致
以
外
に
な
ん
㌔
5
9
◎
現
貧
的
存
霧
を
も
結
怨
し
、
備
な
い
し
、
描
に
そ
り
存
在
外
心
か
ら

ぽ
物
質
の
本
質
認
識
は
不
可
能
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
物
質
に
つ
い
て
、
そ
ゆ
存
在
翻
餅
が
落
」
O
本
騙
り
分
析
制
断
と
し
て
成

立
す
る
た
め
に
は
、
無
類
的
自
然
と
悟
性
的
自
然
と
り
同
一
性
、
わ
る
む
“
、
阿
南
怠
り
蟹
鷹
關
係
の
賞
魂
性
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
確
讃
に
こ
そ
、
物
質
の
存
在
讃
明
の
貢
の
雄
偉
ぽ
存
し
な
け
為
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
こ
っ
こ
と
煮
、
感
発
的
自
然
が
悟
性

的
自
然
ゆ
費
在
的
内
容
∵
ζ
し
て
轡
認
識
さ
漁
急
こ
湯
・
、
換
言
す
熱
箒
，
い
、
感
発
的
知
け
畳
つ
濁
自
的
明
讃
性
が
9
な
ん
ら
か
0
か
六
ち
で
悟
性
的

知
畳
の
明
譲
性
ド
霊
池
．
兀
ε
弥
鴬
船
こ
と
に
よ
っ
て
つ
み
可
能
で
訪
ら
う
Q
こ
つ
∴
、
う
、
』
．
硫
濯
元
画
駕
介
し
て
威
立
津
る
、
．
罎
俘
寛
的
・
属
然
が
白
…
然
親
轟
が

　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
に
．
む
け
る
隅
斯
論
い
の
闘
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騒
三



　
　
　
　
　
　
哲
淋
｝
研
究
　
隔
”
瞬
百
一
…
十
・
八
酌
撚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
鋤
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@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
驚

3
　
と
し
て
の
観
械
的
自
然
で
あ
ひ
、
物
質
ゆ
器
機
的
調
性
、
質
受
よ
び
そ
○
目
的
論
的
解
羅
ぽ
、
そ
こ
で
飲
作
用
約
國
果
系
列
の
機
械
的
構
成

　
　
の
中
に
自
然
現
象
と
し
て
解
消
す
る
と
考
へ
・
一
9
れ
る
。
感
発
の
こ
O
機
械
論
訳
解
灘
ぽ
「
省
察
・
撫
し
後
牟
に
妬
け
る
感
畳
の
思
断
っ
誤

　
　
謬
論
と
し
て
す
で
に
展
開
さ
れ
て
る
る
。

　
　
　
　
詫
（
［
）
　
一
陽
℃
O
窪
ω
樽
噂
触
◎
℃
費
μ
臨
O
は
、
　
フ
ラ
ン
ス
文
く
は
と
も
に
閏
諮
O
国
資
r
諜
O
湿
と
諺
さ
れ
て
る
る
が
、
　
ラ
チ
ン
文
〆
」
は
、
響
ご
℃
0
聲
笏
℃
響
5
騒
臨
な
自
駕
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
は
皇
、
ら
感
畳
に
つ
い
て
、
困
）
鳶
）
Φ
器
ご
は
意
志
あ
る
ひ
は
粟
興
的
要
素
を
・
ず
・
ん
だ
も
の
に
つ
い
て
翔
ひ
ら
れ
て
る
る
。
＜
。
貫
ソ
諭
甑
」
鐸

　
　
　
　
　
　
》
弓
。
＜
碧
．
ワ
ω
G
◎
（
岡
冗
●
7
ω
⇔
ご
ε
・
マ
ω
Φ
（
一
図
’
℃
．
G
O
ご
獲
。
一
）
・
ら
G
㊤
魚
図
。
固
）
媛
ご
4
7
ぽ
◎
．
圃
く
℃
筏
．
ワ
偏
り
禽
図
．
℃
継
ご
4
嵐
9
9
＜
屑
冠
‘
マ
『
㎝

　
　
　
　
　
　
（
圃
×
●
唱
醸
O
）
G
Φ
零
．

　
　
　
　
（
一
．
）
　
ア
ム
ラ
ン
は
、
物
質
の
仔
在
獄
死
は
鶴
密
に
は
、
憩
の
誠
、
疑
と
姪
蓑
の
明
諮
的
煙
．
倉
に
張
…
際
す
る
と
考
へ
、
感
登
の
欝
砂
…
的
侮
向
に
換
魚
貼
を

　
　
　
　
　
　
お
か
な
い
。
　
リ
ア
ル
も
感
猫
を
考
慮
し
な
い
こ
と
は
ア
ム
ラ
ン
と
同
娠
で
あ
る
。
＜
◎
マ
憎
○
・
麟
銭
昌
。
嬬
P
己
二
回
）
驚
窃
同
ー
ト
3
㎝
ω
霧
ぴ
◎
び
…
p
畳
9

　
　
　
　
　
　
】
）
①
ω
O
ρ
騰
酔
O
ρ
娼
菌
①
ω
～
目
①
伊

　
感
発
の
藏
的
論
的
指
示
O
明
諮
性
が
感
畳
内
容
の
悟
性
認
識
の
明
讃
性
に
依
黙
せ
す
に
合
成
搬
に
厨
的
論
的
意
志
決
麓
を
な
ψ
．
c
し
め
高
‘
9

こ
と
に
、
感
発
の
言
置
の
誤
謬
は
趨
帯
す
る
。
こ
れ
が
「
自
然
の
翼
の
誤
謬
」
（
〈
o
妻
田
Φ
鑑
。
壁
3
鉾
舞
偉
。
Φ
）
（
鎮
。
穿
く
γ
》
6
・
＜
回
囲
も
・
。
。
9
で

あ
る
。
、
通
常
、
「
自
然
が
．
徽
綾
し
て
み
る
（
o
o
瑳
鍛
ヨ
弓
①
搬
Φ
）
」
、
「
自
訴
の
自
然
か
ら
そ
れ
て
み
る
（
鳥
①
臨
①
ぼ
。
電
婦
。
）
」
、
「
自
…
巳
の
霞
然
か
ら
ぼ
つ

れ
て
る
る
（
黛
δ
び
①
塊
『
僧
『
⑦
）
」
野
鶴
は
、
身
懲
左
搬
械
的
構
成
…
糧
と
す
れ
ば
、
「
外
面
的
規
定
」
（
鳥
①
づ
。
ヨ
ぎ
鋤
銘
。
①
麟
需
ヨ
ω
o
o
曽
）
か
m
塁
に
「
私

ウ
思
惟
に
依
存
す
る
規
定
し
に
す
ぎ
な
、
い
（
圃
斜
℃
・
G
。
炉
○
。
9
。
翻
し
い
時
刻
な
し
め
琶
な
い
時
計
も
「
正
確
に
自
然
の
お
ら
ゆ
る
法
則
に
則

っ
て
み
る
」
（
一
島
・
ワ
G
。
㎝
）
や
・
つ
に
頽
旋
せ
る
自
然
も
驚
た
翼
の
自
然
で
あ
る
。
「
病
蔽
の
人
闇
・
は
健
康
な
人
購
に
省
ら
す
抵
○
融
の
被
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

物
で
あ
る
」
含
傘
）
か
ら
で
わ
る
。
「
自
然
の
鑓
O
誤
謬
し
も
こ
O
や
う
な
観
械
論
的
心
宿
に
カ
っ
て
ほ
じ
ψ
て
淋
の
善
意
と
も
筆
立
し
う

る
。
ナ
乳
砥
・
は
ゆ
う
、
融
灘
臓
の
一
｛
疋
翻
即
・
分
の
牽
・
引
が
あ
屯
κ
へ
る
滋
念
遍
霞
心
移
へ
の
甜
刺
万
難
博
か
成
心
畳
キ
卸
惹
起
一
q
か
る
し
G
十
・
四
四
げ
一
、
榊
源
牒
の
い
つ
れ
の
部
瓜
力

も
洗
へ
逓
乱
賊
発
に
同
～
6
3
刺
戦
申
．
短
♪
の
た
へ
る
，
揮
ぎ
り
、
繍
棺
神
に
は
つ
ね
に
同
、
…
の
｛
怒
昼
…
た
知
発
せ
し
め
い
り
。
し
た
が
っ
て
田
…
郭
樫
的
峨
昭
畳
内
容



に
も
か
か
は
ら
す
、
感
覚
的
流
量
○
み
に
も
と
づ
い
て
合
縫
彊
つ
誤
っ
た
意
志
決
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
み
。
「
自
然
“
，
穿
訟
智
で
“
、
幽
な

い
」
（
照
臨
二
）
●
G
。
酬
）
、
合
威
雛
の
本
性
も
時
に
は
敷
く
も
○
で
畠
ら
ざ
る
な
え
な
い
。
　
だ
が
、
「
艇
身
泳
自
然
的
に
欺
か
脳
る
し
（
ω
O
昌
ω
二
な
つ
口
孚

け
巴
鴨
包
騨
Φ
同
｛
貼
冨
酔
二
吋
）
ρ
坤
（
州
マ
6
心
Q
c
）
、
淵
欺
か
れ
る
感
呪
縛
も
「
理
戯
胤
r
W
仙
遍
ム
慰
し
て
」
欝
，
⇔
笥
O
影
一
〇
〇
ご
ω
の
ゆ
牌
縫
黒
門
ヨ
）
（
同
（
ヅ
℃
’
c
Q
G
弓
～
○
っ
ρ
恋
添
b
「
、
健

康
の
維
持
し
幽
、
「
身
禮
◎
利
溢
」
の
た
め
の
痙
攣
の
有
糎
性
燃
・
蘇
蔵
験
に
よ
っ
て
明
か
で
∴
e
」
、
か
く
／
」
感
発
慧
神
つ
菩
薫
な
請
…
示
ナ
乃

（一

Y
・
一
）
隙
9
Q
M
～
G
o
ゆ
）
O

　
以
上
に
よ
っ
て
、
感
発
の
眞
劇
臨
が
、
感
党
内
容
の
機
械
的
帯
成
の
悟
性
認
識
に
も
と
づ
い
て
の
み
威
督
す
急
こ
と
が
分
急
。
こ
れ
に

よ
っ
て
物
質
の
存
在
鋼
緋
は
同
時
に
そ
の
本
質
の
分
析
劇
縦
と
し
て
威
降
し
、
ま
た
物
質
の
数
學
的
諸
性
質
ぽ
そ
の
環
象
的
實
在
学
達
確

詮
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
、
つ
ぎ
の
問
題
・
は
、
感
…
覚
内
容
の
明
解
約
認
識
が
い
か
に
し
て
感
畳
に
も
と
づ
き
な
が
ら
悟
性
に
よ
っ

て
え
ら
れ
る
か
、
換
言
す
れ
ば
、
感
畳
的
封
象
の
疲
械
的
轟
…
威
の
實
在
性
が
い
か
に
し
て
硫
認
さ
れ
る
か
に
鎌
晶
織
す
る
。
物
質
存
在
慮
自

然
現
象
の
領
域
で
あ
ら
た
め
て
問
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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以
下
、
「
原
理
」
第
二
、
三
、
四
部
に
し
た
が
っ
て
み
る
。

　
感
量
の
自
然
雛
的
本
性
は
、
醜
虜
に
よ
る
壷
掘
の
分
欄
、
腰
綱
に
よ
る
物
難
の
微
小
部
分
の
聯
動
が
萄
五
に
紳
繧
“
．
色
介
し
て
共
通
感
畳

に
作
用
す
る
こ
と
で
論
脚
明
さ
れ
る
免
罫
固
く
・
お
鈎
6
。
。
）
。
自
然
の
機
械
的
蓮
動
が
感
畳
内
客
を
権
成
す
る
。
デ
カ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
自
然

現
象
（
℃
び
飴
Φ
昌
。
資
Φ
謬
帥
昌
象
霧
餌
Φ
）
と
は
、
「
自
然
内
に
あ
る
諸
結
果
し
、
「
感
発
菰
介
し
て
知
畳
さ
れ
る
諸
君
県
」
ハ
「
N
・
鵠
囲
・
ど
諺
8
．
H
×
も
・

い
O
c
Q
㌔
、
轟
の
る
ひ
は
「
弱
点
畳
に
よ
っ
て
捉
へ
ら
．
れ
る
も
の
」
（
℃
騰
．
同
く
・
一
り
①
℃
》
酵
・
く
鵠
同
・
甥
・
O
Q
悼
9
ゆ
、
、
衙
次
す
い
な
に
「
児
ら
れ
う
る
世
獅
俸
」
（
B
⊆
切
山
二
ω

勢
ω
》
Φ
馨
鋤
露
瓢
①
）
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
弧
感
発
内
灘
の
悟
性
認
識
は
直
ち
に
現
頚
の
霞
然
學
的
認
識
で
あ
・
一
3
、
物
質
．
の
存
寝
讃
明
も
ま
た

正
し
く
慮
、
自
然
學
的
認
識
と
と
も
に
域
卜
す
る
と
い
ぽ
ね
ば
な
ら
な
い
O
　
「
省
察
」
に
儲
け
る
心
身
り
實
在
的
欝
欝
が
、
感
畳
・
雪
像

力
の
立
場
で
威
立
す
る
ス
コ
ラ
の
属
的
論
的
自
然
隊
窮
し
原
理
的
に
否
定
し
て
、
塊
然
の
演
輝
的
・
敷
學
的
確
成
に
形
而
上
愚
弄
墓
落
懸
あ

　
　
　
一
ア
カ
ル
ト
に
む
け
る
鯛
認
績
諮
調
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
　
　
　
　
　
　
　
　
照
滋



358

　
　
　
哲
學
醒
究
第
鰹
∵
黛
…
か
八
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍
六

屯ん

ﾖ
へ
ん
こ
と
縄
．
．
畠
一
拍
取
に
p
蝿
ら
九
へ
て
る
黙
・
。
と
こ
ろ
が
、
　
「
原
　
競
」
｛
第
二
部
（
物
恥
只
的
収
仙
潮
O
の
の
『
譜
…
原
製
）
ら
、
臼
爵
囎
照
り
位
机
上
距
養
ロ
め
自
儲
然
り
寧

の
原
　
理
的
鴻
綱
提
断
ζ
仙
す
’
と
細
心
陣
鷺
蜘
る
物
后
鼠
り
轟
仔
漁
無
訟
脇
、
が
、
・
楚
へ
つ
て
心
吟
ゴ
ム
日
一
）
蔵
心
畳
的
†
竃
縮
で
立
…
翫
砿
一
骨
虐
“
ひ
。
こ
〔
り
♪
．
う
へ
衛
オ
断
娼
叱
瓠

つ
つ
む
自
然
學
O
域
立
根
蝶
の
麗
解
が
同
時
に
物
賞
う
存
在
讃
明
つ
づ
つ
誇
矛
盾
9
解
明
と
も
な
β
で
お
、
b
う
。

　
「
原
理
」
第
二
都
で
自
然
馨
諸
原
磁
腹
明
ら
か
に
し
た
つ
ち
、
デ
カ
ル
ト
獄
嗣
第
三
部
第
一
節
で
自
然
阜
の
認
識
方
法
論
・
㌃
提
示
す
る
。

「
い
、
ま
や
、
感
覚
の
編
見
に
よ
っ
て
で
ぽ
㌔
は
く
製
性
の
光
学
よ
つ
て
、
そ
熱
ら
自
概
う
撰
罫
．
性
に
つ
い
く
疑
ひ
え
た
い
ほ
ど
に
把
握
さ
れ

た
と
こ
ろ
の
物
質
的
な
も
○
の
或
る
請
原
翼
“
．
砒
児
出
し
た
か
ら
に
は
、
検
塗
す
べ
み
．
ド
晶
こ
と
・
い
，
、
劣
蕪
恐
て
れ
ら
（
，
〆
講
順
埋
か
ら
ウ
み
あ
ら
ゆ
る

自
然
規
象
を
詮
明
す
る
こ
と
が
で
び
輔
扁
る
か
ど
う
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
」
（
帥
儀
・
や
。
Φ
9
。
　
自
然
物
的
認
謙
諏
・
目
詰
準
諸
生
灘
に
よ
る
現
熱

の
演
繹
的
読
明
に
ほ
か
な
ら
な
い
．
し
だ
が
、
嵐
熱
學
的
原
発
∵
は
「
二
大
で
あ
り
豊
・
嬢
で
」
あ
っ
て
、
我
・
ハ
の
蚕
生
涯
花
か
け
て
も
到
達
し

え
な
い
ぼ
ど
無
数
の
可
能
附
諸
学
衆
左
内
包
し
て
み
る
か
ら
、
自
然
現
象
も
論
埋
的
に
は
そ
こ
か
ら
無
数
に
導
出
詣
．
ご
れ
う
る
。
ま
た
逆
に

自
然
現
象
り
側
か
ら
み
れ
ば
、
姻
汝
の
義
蒙
は
無
撒
○
原
理
的
照
明
が
可
能
で
あ
る
。
　
コ
趨
常
、
私
の
最
も
大
き
瀞
、
油
蝉
難
は
、
こ
の
う
ち

の
い
つ
れ
の
仕
方
で
自
然
○
特
．
殊
歳
結
巣
が
原
地
に
依
穿
す
る
か
を
見
出
す
こ
と
で
あ
る
」
（
O
貯
p
竃
解
く
が
○
・
ワ
お
）
と
い
橡
れ

る
。
自
然
現
象
と
ゐ
闘
然
動
的
原
理
と
の
鋤
h
憾
㎜
岡
係
ゆ
野
洲
定
、
つ
ま
り
白
回
然
現
職
爪
の
巴
慨
…
械
的
M
囚
烈
鳶
職
係
り
訟
覇
（
①
賊
℃
一
凶
6
鋤
鋤
O
）
○
こ
○
や

う
な
論
現
納
偶
然
性
“
．
焦
ば
貨
在
的
必
然
窪
と
し
て
確
｛
議
す
る
こ
と
が
自
然
霊
的
認
識
○
諜
題
で
あ
る
。
こ
れ
、
続
く
し
て
は
自
然
學
自
驚
が

一
つ
の
偶
然
と
な
瀞
。
デ
カ
ル
ト
つ
劇
瞬
論
本
家
の
分
析
的
挫
絡
か
ら
す
熱
ば
、
認
識
方
法
論
の
演
緯
的
性
格
ぽ
慮
露
語
的
認
識
に
つ
い

て
も
本
資
的
に
は
渥
∵
∂
な
い
。
モ
鎚
隷
、
原
以
か
ら
観
象
．
職
事
質
“
．
乞
、
原
因
が
ら
結
集
彙
導
出
す
る
演
癖
の
操
作
に
あ
っ
て
そ
○
蓮
で
瓜
．
ゆ

な
い
。
　
「
我
・
八
が
望
ん
で
み
る
ウ
・
い
，
ρ
、
原
巨
か
ら
結
堪
旧
り
輝
．
由
山
．
瓢
導
出
す
乃
こ
と
で
あ
・
9
、
尺
滑
に
結
某
か
ら
原
因
の
戴
由
中
、
瓠
導
出
ア
る

こ
と
で
は
な
い
」
（
津
・
鴇
ピ
・
轡
》
8
・
＜
凝
圃
・
℃
・
G
。
？
o
鳶
だ
「
訟
ゆ
っ
か
ら
我
た
つ
心
ゆ
中
ド
・
ツ
い
冶
或
“
”
緩
凱
麗
（
、
讃
覆
予
」
（
σ
酵
O
・
固
）
a
．
紳
．
＜
押

○
・
や
．
｝
Q
）
が
閏
題
な
つ
で
凸
ρ
乃
Q
　
と
こ
ろ
で
、
赫
一
皐
い
点
て
為
醸
麗
鐵
舵
善
ハ
㍗
つ
形
一
瞬
上
阻
㍗
下
原
蕊
で
あ
っ
て
雪
雲
“
、
仏
∴
く
ま
な
い
が
、
直
接

「
現
塩
が
わ
瀞
ひ
は
経
際
嘱
し
（
℃
幽
，
・
期
｛
・
、
≠
峯
・
）
な
研
龍
九
一
罫
∴
令
、
㌦
写
．
乃
・
図
瓦
町
州
に
、
r
ニ
ツ
’
F
ご
、
一
、
薩
暗
尻
忌
、
心
つ
冒
然
に
不
．
司
馨
へ
つ
瀞
倒
胡
飯
で
あ
3
．
鑑
硫
融
で



3S9

も
あ
る
か
ら
、
現
象
の
自
然
息
学
的
論
明
弥
，
俘
鼎
に
数
試
射
・
形
而
上
學
的
な
純
粋
銀
緯
で
肝
聞
、
“
い
。
そ
れ
は
、
　
「
そ
熱
ら
鵜
原
悶
か
ら
産
出

さ
’
μ
う
る
と
酬
口
断
さ
れ
る
無
麟
鴇
の
蹴
融
憾
瓶
泉
の
・
寧
か
ら
、
他
ゆ
原
因
開
題
葡
へ
る
よ
、
，
も
い
っ
そ
う
強
～
・
、
或
ゐ
高
田
囚
…
匹
我
汝
O
娩
杷
紳
“
ご
決
…
定
さ

　
　
　
み

せ
る
と
い
ふ
や
う
に
な
さ
れ
る
」
（
幽
（
ご
。
そ
し
て
聡
こ
○
こ
と
ほ
続
験
花
介
し
て
つ
み
可
能
な
う
で
わ
為
・
。
　
「
哲
号
す
る
霞
め
の
耀
験
り

効
馬
」
（
⑦
9
，
鐸
諺
〈
の
犠
賢
①
嵩
B
⑦
纂
¢
ヨ
〉
億
萌
離
ω
費
回
，
覚
μ
自
◎
晦
。
◎
O
葺
嵩
臨
瓜
露
）
（
賦
・
）
○
惹
昧
隔
、
幽
デ
カ
ル
ト
自
然
畢
ゆ
蜀
儀
的
性
賂
を
も
明
ら

か
に
す
ノ
る
終
馳
∴
の
脚
b
い
つ
Q

　
鰭
蔵
験
（
Φ
踊
℃
①
彗
一
Φ
ゆ
賦
麟
」
①
勾
画
①
穏
岡
誠
μ
ぐ
登
圃
轟
離
韓
）
に
・
は
二
雷
瓢
り
諏
甥
擢
が
R
の
る
り
　
一
降
ρ
｝
て
レ
勉
に
よ
る
・
国
辱
…
呼
応
的
二
四
ぶ
・
問
題
つ
楳
↑
起
で
～
D
、
り
、
楠
陥

は
そ
れ
に
よ
る
自
然
阜
的
説
明
の
信
慧
性
0
確
詮
で
あ
る
。
こ
れ
な
園
果
の
聖
慮
に
つ
い
て
み
る
。
読
づ
経
験
に
よ
っ
て
結
核
の
特
定
的

原
因
が
推
定
さ
れ
ゐ
。
そ
の
さ
い
あ
ら
ゆ
る
．
現
象
に
つ
い
て
、
「
毒
物
一
般
の
原
因
」
（
球
場
煽
糞
ぴ
免
①
昌
Φ
養
財
◎
撃
齋
β
o
纂
2
〆
茄
節
）
（
℃
鉾
賦
固
・
騨
ト
ゆ
・

酒
器
唱
b
9
は
、
特
殊
的
因
越
州
係
の
設
定
の
の
ち
に
、
演
輝
的
原
理
と
し
て
反
省
さ
れ
れ
ば
よ
い
Q
　
「
官
物
は
淋
に
よ
っ
て
無
数
の
異
な

っ
た
仕
方
で
配
置
さ
れ
た
○
で
あ
る
か
ら
、
榊
が
そ
の
い
つ
れ
の
仕
方
左
四
ん
だ
か
遺
、
野
性
○
雛
論
の
力
に
よ
っ
て
で
泳
な
く
六
だ
灘

鴎
鵬
の
み
に
よ
っ
て
知
、
b
、
μ
る
」
（
℃
幹
H
麟
・
癌
9
》
6
・
一
凶
・
や
H
稲
赴
・
か
ら
で
～
砂
ギ
．
㊧
の
㍗
て
、
静
ゆ
ゑ
、
こ
の
假
定
的
原
田
囚
の
㎏
懲
”
∵
性
比
ゆ
、
い
て
こ
「
か
ら

演
一
跨
さ
れ
る
す
べ
て
の
…
諮
結
朱
が
［
、
経
鍮
と
一
致
す
’
る
」
（
〇
二
巳
Φ
雑
鶯
①
瓢
Φ
昌
鉱
鋤
0
9
綴
①
導
融
㊦
）
こ
と
に
存
し
へ
℃
触
．
踏
面
．
・
い
◎
降
ρ
、
．
＜
臨
H
。

マ
ト
2
ζ
そ
れ
は
ま
た
、
「
一
つ
の
感
覚
に
よ
つ
て
で
は
な
く
多
く
の
感
発
に
よ
っ
て
」
（
ぎ
。
・
H
＜
・
鵬
o
P
凶
9
ワ
ら
。
時
。
。
）
確
認
さ
れ
葛
。
経
験
が

鞍
下
一
且
学
の
認
齢
猟
菰
繭
掌
り
規
塗
・
で
∴
の
”
夢
）
　
’
ア
カ
ル
ト
続
沖
こ
ゆ
加
職
帆
畝
ψ
旧
識
嗣
倒
．
協
　
ご
六
匹
「
撫
∵
∂
効
m
用
」
（
二
ω
離
ω
く
津
帥
⑦
）
　
・
と
し
・
／
し
、
　
・
瞬
…
∵
く
・
1
八
聞
的
ル
エ

の
場
に
語
け
る
蓮
徳
”
嗣
慣
，
艇
の
聞
題
と
不
就
3
分
に
考
へ
て
る
乃
◎
湿
験
は
、
　
「
弘
∵
遅
生
に
封
・
∵
．
急
効
用
か
ら
、
そ
し
て
そ
熱
自
身
の
隠
理

擾
の
認
識
か
ら
」
の
み
設
定
さ
れ
検
諦
さ
れ
六
原
因
ゆ
．
乞
「
十
分
に
大
書
一
な
或
る
憤
．
値
一
凝
る
も
心
こ
（
ω
暮
一
ω
蓉
£
δ
瞬
鵠
矯
Φ
o
賢
¢
慈
①
囲
嫉
降
口
¢
葺
）

と
す
る
（
㌘
，
畠
凝
拶
画
距
錠
や
ゆ
9
。

　
と
こ
ろ
で
、
有
限
な
入
聞
聖
駕
…
が
、
無
限
な
自
然
現
象
．
つ
忍
嶺
域
に
・
聖
．
ち
て
、
自
然
阻
溺
説
明
－
い
．
ハ
掻
諺
∵
る
こ
と
が
哺
・
諏
、
・
重
い
こ
と

は
自
明
で
あ
る
。
「
あ
ら
ゆ
ド
．
鷺
現
衆
が
明
ら
か
に
そ
こ
か
ら
導
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
諸
原
因
が
爽
で
な
い
と
ぽ
患
は
れ
難
い
」
（
守
刀
囲
H
圃
。

　
　
　
　
デ
カ
ル
ト
に
臨
け
る
鋼
．
剛
随
湖
醸
の
輪
継
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
セ
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糎
鄭
醒
究
　
繕
～
四
百
は
ヤ
八
揺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暇
八

・
華
圃
み
圃
ソ
塗
）
が
、
「
圭
要
な
嵐
然
現
象
（
そ
◎
諸
原
因
が
こ
こ
で
検
護
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
あ
こ
し
ろ
う
）
を
我
々
O
眼
・
ρ
あ
へ
序
』
∂
に
提

示
す
る
」
こ
と
は
有
限
的
生
の
「
短
い
期
開
O
う
ち
に
」
な
さ
江
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
勇
罫
叢
・
．
二
島
も
・
も
。
目
黒
黛
も
・
δ
蜘
〕
。
デ
カ
ル

ト
“
、
ゆ
し
ば
し
ば
こ
O
検
詮
に
「
十
分
な
煙
験
」
の
不
足
野
望
訴
へ
て
る
る
へ
℃
磐
寝
，
仏
晒
二
〉
、
ラ
一
×
二
）
・
物
思
リ
…
。
，
O
・
づ
n
二
．
聲
く
炉
O
・
ワ
密
こ
Φ
零
。
し

た
が
っ
て
、
自
然
慕
字
三
冠
明
つ
回
忌
肱
性
油
，
ρ
、
纏
職
街
告
か
し
て
郵
納
的
に
抽
霜
晴
栄
か
ら
原
因
軋
告
推
定
し
、
つ
ぎ
に
、
そ
の
趣
判
定
的
原
肉
か
ら
昏
預

縄
可
能
な
諸
結
県
“
．
喫
｝
有
限
電
導
簗
領
域
に
つ
い
て
橡
讃
し
岬
で
の
推
定
懸
冨
能
な
が
ぎ
h
心
匠
。
∵
る
こ
と
π
敏
存
十
焦
・
。
自
然
う
原
理
的
・

演
岬
鱒
的
縫
…
威
∵
は
照
臨
験
剛
へ
整
蹄
納
へ
撚
澄
に
よ
っ
て
い
は
ば
静
定
朗
に
湘
　
認
ε
徹
し
4
9
の
で
め
る
・
。
そ
艇
ゆ
ゑ
、
自
然
學
的
岬
説
明
蟻
，
漏
鞭
乱
川
に
弘
，
瀞
形

而
上
學
的
確
虚
位
を
も
’
．
序
な
い
。
そ
こ
に
む
い
て
確
誰
さ
れ
る
原
因
ほ
「
翼
の
原
因
」
（
δ
ω
8
器
Φ
ω
護
，
賊
ω
）
で
は
な
く
「
想
定
さ
れ
た

原
因
」
（
冨
Q
。
o
嚢
9
質
ω
①
ω
一
ヨ
β
◎
瞬
貯
伽
①
ω
）
で
あ
の
（
牢
．
團
く
’
“
。
O
♂
》
β
困
拷
唱
・
ら
。
熱
。
ひ
。
）
、
自
然
認
識
は
い
は
ば
摂
訟
（
7
矯
鷲
。
窪
。
ω
猷
）
で
あ
っ
て

「
神
の
絶
封
的
な
力
に
凹
し
て
み
れ
ば
」
不
確
實
で
あ
る
へ
勺
憎
・
旧
く
・
苗
O
伊
諺
日
、
・
く
畷
囲
・
ワ
ら
。
悼
ご
。
だ
が
、
デ
カ
ル
ト
は
、
こ
の
假
説
的
自
然

認
識
が
形
．
葡
上
貫
的
確
賀
性
ど
は
異
な
る
そ
れ
自
身
の
濁
自
な
礁
癌
性
、
す
．
な
は
ち
「
道
徳
的
確
實
性
」
（
＝
ご
①
O
Φ
画
業
欝
伽
Φ
ヨ
O
簿
一
①
）
ゆ
ノ
篤

も
つ
と
卿
蒔
へ
る
（
汐
，
・
H
＜
●
卜
O
O
9
》
↓
・
囲
呂
．
ワ
ω
い
り
ω
）
o
こ
こ
で
道
徳
的
　
雌
貿
性
と
は
「
生
の
効
用
に
十
＾
分
で
・
あ
る
か
ぎ
め
．
し
の
、
「
我
汝
の
行

動
左
規
制
す
る
の
に
十
分
な
」
確
買
性
、
あ
る
ひ
は
「
日
常
の
行
動
の
さ
い
に
通
常
少
し
も
そ
れ
走
疑
．
は
な
い
や
う
な
も
の
と
同
程
度
」

の
確
・
賀
性
左
慰
味
し
て
み
る
篇
創
．
）
。
「
想
定
さ
れ
た
原
閃
こ
は
現
象
詮
明
の
嫉
説
的
原
理
と
し
．
℃
、
そ
れ
が
「
あ
ら
ゆ
る
自
然
現
象
に
比

礁
に
封
慮
す
る
（
勲
8
ξ
鋤
8
お
召
。
巳
霧
Φ
）
し
こ
と
、
つ
ま
り
「
想
定
さ
れ
た
．
原
因
か
ら
産
出
さ
れ
る
お
ら
ゆ
る
諸
豊
丸
が
こ
の
世
界
に

見
ら
れ
る
諸
結
県
に
似
て
み
る
（
ω
Φ
津
σ
ぼ
宮
e
」
こ
と
が
鞍
懸
…
的
に
確
詮
さ
れ
熱
ば
、
　
諒
闇
衆
生
に
十
分
役
立
つ
意
暖
・
で
「
鎮
の
原
因
」

し
配
信
，
乱
心
喫
・
9
孤
仙
い
（
男
憎
・
囲
く
・
笛
0
8
》
↓
．
く
眼
目
唱
・
ω
ト
ニ
嚇
。
酔
一
部
・
岡
）
■
G
◎
臆
6
）
Q
白
回
国
…
思
丁
三
際
が
激
闘
掲
的
弓
脳
轡
凪
性
す
鉱
砥
峰
ρ
堂
っ
駕
禦
認
で
あ
岬
婦
と
い
へ
る
。

「
こ
こ
で
提
起
す
る
と
こ
ろ
の
も
O
を
雪
避
た
だ
綴
説
と
し
て
取
め
扱
は
う
と
思
ふ
」
（
剛
）
『
・
嬬
囲
・
．
榊
施
》
8
・
＜
膿
岡
・
ワ
竃
V
．
㎝
層
背
比
に
よ
つ

て
あ
ら
ゆ
”
㊧
自
然
現
象
は
最
も
容
易
に
製
解
さ
れ
る
」
（
℃
メ
訟
｛
・
。
。
メ
坤
穿
賢
・
り
夢
と
い
ふ
。
自
然
県
的
設
…
明
“
”
瓢
可
能
な
ら
し
め
・
る
も
の
ぽ

虚
鶴
の
綴
読
を
も
取
り
あ
卵
汀
る
（
℃
『
・
同
誌
・
駆
伊
一
＾
μ
・
℃
・
O
り
∵
。
虚
鳴
鶴
の
個
論
と
い
へ
ど
も
そ
こ
か
ら
演
姻
騨
さ
れ
る
轍
醸
結
果
は
「
眞
で
あ
り
確
陣



賞
で
あ
り
」
う
る
か
ら
で
あ
る
（
㌘
・
嵩
唄
・
駆
メ
｝
日
誌
・
℃
・
お
9
お
の
）
。
岩
畳
不
可
能
な
微
小
燈
も
同
様
生
の
立
場
で
、
　
感
　
覚
可
能
な
物

燈
に
「
な
ぞ
ら
へ
て
剰
麟
」
し
、
「
い
か
な
る
も
O
で
あ
り
う
る
か
」
が
論
明
さ
れ
れ
ば
よ
い
へ
㌘
，
・
囲
く
・
8
ど
込
。
o
。
。
・
卜
。
o
む
。
か
く
て
、
人

聞
的
生
と
自
然
認
識
と
ぽ
稽
互
に
不
可
分
の
短
資
に
あ
り
、
霞
然
皐
撤
‘
い
ぼ
ば
倫
理
皇
’
に
媒
介
さ
れ
て
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
経
験
は

い
ふ
ま
で
も
な
く
デ
カ
ル
ト
に
あ
っ
て
は
、
生
○
効
用
を
意
圃
す
る
自
然
學
（
警
撃
と
機
械
學
）
0
披
術
的
逓
程
で
あ
る
。
自
傑
現
象
の

實
在
性
も
こ
の
温
程
の
中
で
磯
諮
さ
れ
る
。
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以
上
の
考
察
か
ら
次
O
結
論
に
到
達
で
き
る
で
あ
ら
う
。

　
第
一
に
、
物
質
の
存
在
剰
瞬
は
そ
の
本
質
の
分
析
制
新
と
し
て
の
み
戸
立
可
能
で
あ
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
前
者
は
、
そ
の
成
立
根

擦
で
あ
る
厚
畳
を
自
然
現
象
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
に
よ
珍
、
そ
の
自
然
學
的
認
識
と
と
も
に
後
者
に
還
元
さ
れ
て
成
立
す
る
こ
と
が
明

ら
か
に
一
ご
れ
も
ん
。
や
で
の
釧
照
耕
の
辮
…
｛
夙
塘
エ
紮
も
最
”
初
事
へ
、
わ
れ
た
や
・
う
に
m
単
に
戌
心
詠
み
蕊
思
士
心
で
一
は
曹
な
く
、
成
心
畳
・
悟
性
・
と
漁
学
士
心
で
款
の
る
。
こ

こ
か
ら
、
物
質
の
存
在
鯛
取
は
自
然
撰
．
臼
概
の
早
立
を
意
味
し
て
要
り
、
物
質
存
在
と
自
然
學
と
は
絶
叫
不
可
分
で
あ
る
こ
と
が
露
結
す

る
。
畠
田
二
に
、
白
同
然
尽
ず
が
暗
調
翻
蹴
黒
空
に
灘
潤
バ
溝
甲
れ
て
成
＝
v
∵
眠
る
陥
川
以
が
明
ら
か
に
さ
れ
嶋
κ
。
そ
れ
は
・
ま
た
最
”
籾
考
へ
ら
れ
た
物
質
の
嚇
仔
漁
網
制

…隣

ﾉ
冶
け
る
感
畳
の
鼠
的
論
的
確
敏
規
定
が
人
間
的
生
の
効
用
と
し
て
の
判
然
箪
の
道
徳
的
偵
．
植
規
定
へ
と
高
め
ら
れ
た
こ
と
左
意
味
し

て
み
る
。
こ
の
意
味
で
物
資
の
存
在
鯛
斯
は
不
可
避
的
に
倫
難
酌
偵
維
離
断
と
し
て
威
立
す
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
、
物
質
の
存
在
誰
明
は
愁
、

自
我
の
存
在
謹
明
の
や
う
な
彫
而
上
學
的
確
實
挫
と
は
異
な
る
自
然
學
の
道
徳
的
確
賓
性
に
止
ま
る
と
し
て
も
、
そ
の
釧
衝
は
や
は
の
デ

カ
ル
ト
制
麟
訟
繭
の
基
本
的
性
質
に
㎜
刈
っ
て
み
る
こ
・
と
が
知
ら
れ
る
。
討
ア
カ
ル
ト
の
々
鯛
｛
伝
い
「
折
月
鷹
学
の
樹
」
の
蹄
W
へ
に
よ
れ
ば
》
折
円
猟
｝
の
綴

は
形
薦
上
學
、
幹
は
霞
然
學
、
枝
は
欝
學
、
擬
械
學
、
道
徳
學
に
分
れ
、
こ
の
う
ち
道
徳
は
「
最
も
高
く
最
も
完
登
な
道
徳
」
と
し
て
、

「
他
の
諸
學
問
の
金
認
識
を
前
提
す
る
智
慧
の
究
櫨
的
段
階
」
と
さ
れ
る
（
牢
・
鷲
傘
・
》
β
剛
図
・
マ
謀
）
。
哲
學
の
全
榿
民
意
騰
は
こ
の
や
う

な
｛
、
難
事
の
研
究
レ
（
一
、
ひ
嘗
負
Φ
幽
①
冨
の
騨
鋤
身
Φ
総
①
）
含
餌
・
ワ
ロ
）
で
あ
る
Q
わ
れ
わ
㊨
は
物
．
貰
の
存
在
誰
明
に
つ
い
て
制
斯
論
を
検
討
す
る

　
　
　
デ
カ
ル
ト
に
お
け
る
蝋
贈
蹴
論
の
閥
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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哲
撃
研
究
第
鰻
皇
…
＋
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴
○

こ
と
に
よ
っ
て
、
　
こ
こ
に
も
ま
た
、
「
規
期
論
」
か
ら
「
蟷
念
論
」
に
い
た
る
デ
カ
ル
ト
の
合
理
主
義
哲
畢
が
一
貫
し
て
し
め
す
方
向
を

窺
ふ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

　
　
（
L
～
「
じ
瓢
）
　
使
漸
…
テ
キ
ス
ト
と
そ
の
酪
・
瓢
…

　
　
　
　
O
象
く
δ
ω
畠
。
U
窃
。
㌶
g
ω
鏑
一
け
も
鍵
掛
号
旨
醇
↓
睾
器
曙
（
諺
θ
）
’

　
　
　
　
O
Φ
離
く
搬
Φ
ω
O
げ
O
陣
ω
卿
Φ
ω
島
①
嗣
）
Φ
ω
O
簿
目
蝕
①
o
α
臥
島
一
骨
●
切
P
騰
O
曽
憎
質
圃
O
冠
団
吋
鞭
円
①
ω
　
（
○
噛
）
・

　
　
　
　
臣
ω
8
霞
の
創
①
讐
ヨ
簿
ぎ
島
①
。
。
銭
く
一
号
。
・
露
仏
隻
蝕
。
ご
ω
ヨ
①
9
勺
ξ
ω
ぢ
器
ω
価
舞
も
霞
¢
噂
一
p
建
壼
ユ
。
ロ
（
ε
・
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involnntayy　svhen　we　are　ignorane　of　the　minor　preneiss　of　the　liypotheti’co－

productive　syllogism，　whereas　incontinence，　indulge裏〕ce，　or▽三ce　in　general

lacks　either　in　the　mlnor　or　in　the　major　premiss　of　the　categorico－

practica1　sy！logisrn．　And　vtftr20us　moral　characters　ofi　upequal　values

are　foiind　coyrespondin．ff，　to　the　various　types　of　comblnation　of　such

knowledge　and　i．　gnorance．　Thtis　Aristotle’s　practical　syllogism　involves

a　categorica正imperative，　alth⑪ugh，　unlike　tlユe　case　wi撫Ka鵬the　moral

ldeal　o£　Ai’istoi；le　lies　not　in　cluty，　but　in　tlae　harrnony　of　intellect‘　and

emot圭on。

　　“・“　］］or　the　Japanese　original　of　this　article，　see　Vol．　XXXVII，　No．5LR　6．

il）esct｝｝’tes’

　？1’OOf　（’｝f

”Yheoyy　o£　“Jucl．rv．．　meii｛’一一1’ts　lk6］e　in　i」11e

　　　　　　　凋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」、　’

もhe　壁3xistCRce　ぐ｝f　｛i｝1e　I　｛cx｛：erl‘a／　、駕ア‘）r／（ミ

bノノ　Shi塞eru　Suzu1（i

　　Accorcling　to　De．za’．ca．rtes　a　true　jtid．cr．ment一　is　．qiven　by　the　consent　of　the

will　to　t13e　clear　ancl　clistiltct　iclea　perceived　by　the　understanding．．　And

宅he　idea　慰ives　瓢3鴛Qt　only　th愈　C（）9黛！t圭◎簸　of　the　e＄se鷺ce　◎f　thミn黛S，　b“｛二

also　that　of　t’heir　value，　because　there　yet　prevails　wfth　1）escarte＄　the

tSrr｝e－honore（il　ontological　formula　th，‘．itt　E‘realitas”　2s　“per£ectio”．　ln

other　NxTor｛ls　a　true　jticle；2nent　i＄　boLh　‘‘analytic”　｛n　t’he　Kantian　sen：se

and　eva重麺atlve　i臓　£he　ontok｝黛量cal　se難3e．

　　’rhis　｛louble　elraracter　is　fotip，cl　in　”t’he　」’udff．meltt　on　tl｝e　existence　og　the

efgo　and　off　God．　But　in　the　case　of　the　jud．grmeRt　on　”L’he　existence　of

the　material　world　we　find　a　situai．lon　mcre　compl｛catecl　than　t’he　former

tw◎。　What圭＄pecu王iar　to　the　Iこ詫漁r　ludgme鑑｛s　tl至at　it童s　baseckユot　UI〕cn

重he　idea　of　unde蹴a戴d量n蔦b電of＄ense．　Now癒e　seme－idea　is・・cleaゼ’

about　the　fitness　or　imfiltness　of　a　t’1iin．”．　for　thte　quelf－preierva．　tion　ofi　rAan

as　a　compesite　being　of　mind　f．md　1）ocly，　bue　the　idea　is　not　“clear”　in

regard　to　its　rationa！　cognitive　function，　Therefore　ln　the　proof　o£　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2



existence　ofi　the　material　world　Descartes　had　to　resort，　not　to　the

immediate　sense－idea，　but　to　the　rational　idea　of　the　physical　reality

itself，　whose　obscure　index　was　the　sense－idea．

　　The　cartesian　physics，　however，　proves　to　be　physico－inductive　as　well

as　mathernaeico－deductive．　And　in　the　fiormer　resde 垂?ｃｔ　the　physical

l〈nowiedge　comes　to　he　a　system　of　hypothe＄es　which　have　a　“moxal

certaintジ’only．　Descartes　fra礁1dy　apProves　it．　Hence　his　proof　o至

the　existence　oi　the　material　world　may　finally　he　allowed　to　cla1m

only　a　moral　certainty．

　　Neveytlieless　the　intention　of　Descartes　in　his　effort　to　give　a　rationa！

proof　oi　the　existence　of　the　materiai　world　was　to　enlarge　the　scope

of　the　purposive　£unction　of　our　sense　by　means　oE　the　teclmical　ap－

p1ication　of　physics　a＃d　also　in　the　end　to　attain　to　a　rational　morality

founded　upon　the　metaphysical　good．　This　ultiraate　aspiration　ofi　Des－

cai’tes，　clearly　given　in　lais　preface　to　the　French　ttanslatien　o£　his

“　Principia　”，　suggests　tts　a　problem－sitwation，　still　meaningfu1　fior　us，　of

the　modern　scienti£ic　world－view　over　against　tke　ontoiogical　cenception

of　the　unity　of　the　real　and　the　good．
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